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○建築デザイン学部の設置及び家政学部住居学科の募集停止について
2024 年 4 月に建築デザイン学部建築デザイン学科を新設します。これに伴い、家政学部 

住居学科は 2024 年 4 月より学生募集を停止いたします。

○個人情報保護について
出願及び入学手続の際に記載された氏名、住所等の個人情報は、入学試験実施、合格発表、

入学手続、学籍準備及びこれらに関連する業務に利用します。個人情報を前述の目的以外に
利用したり、本人の同意を得ないで第三者に提供したりすることはありません。

出願者は出願書類を提出することにより、個人情報の取扱いに同意いただいたものとします。

　本学では、2024 年 4 月入学より、自らの性自認に基づき本学で学びたいと希望するトランス 
ジェンダー女性 * の方に出願資格を拡大することを決定しました。
　詳細については本学公式ホームページをご覧ください。
　トランスジェンダー女性 *：出生時に割り当てられた性別（住民票又はパスポート等の表記）が 
女性以外で、性自認が女性である人

ホームページ：
https://www.jwu.ac.jp/unv/seg_student/life_support/accepting_transgenderstudents.html
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1．日本女子大学アドミッション・ポリシー

日本女子大学は、多様で大きく変化し続ける社会の中で、
様々な立場の人の幸福と平和を実現する明日を共創するため
に、一人ひとりが自らの役割を見出し、探究心と信念を持っ
て生涯にわたって学び実践し続けることが大切であると考え
ている。本学は、そのような人間の成長を本学の教育の理念
（三綱領）に基づき支援する教育・研究活動を行う。この教
育方針のもと、基礎的な力および幅広い教養を身につける全
学共通の基盤的な教育プログラムと各専門分野における学位
プログラムを通して、教育目標の達成を目指す。
日本女子大学は、各学科のアドミッション・ポリシーに示
す基礎的な知識・表現力・思考力を身につけており、他者を
尊重し、互いにコミュニケーションを取りながら主体的にも
のごとに取り組む意欲のある学生を求める。

■児童学科
児童学科は、「発達」「社会・臨床」「創造・文化」の３領
域からなる児童学を学ぶ学科である。専門の学びを通じて、
18 歳未満の子どもを生活者として多角的に理解し、国際
社会の一員として子どもと共に文化を継承・創造すること
のできる人材を育成することを目指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�児童学を学びたいという意欲のある人
・�「発達」「社会・臨床」「創造・文化」の３領域に幅広い興
味を持つ人
・�子どもや子どもを取り巻く課題を多角的に理解し、解決し
ようとする人
・�子どもと共に文化を継承し、創造しようとする人
【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�論理的に物事を考える基礎的な知識と思考力
・�自分の考えをまとめ他者に正しく伝えることができる基礎
的な表現力
・�他者とコミュニケーションをとり、協働して課題解決する
力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎

的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
一般選抜の 2教科入試では、外国語（英語）と国語または
数学、3教科入試では外国語（英語）と国語に加え、数学
または理科における基礎的な知識を身につけているかを、
思考力および表現力も加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により国
語と数学の基礎的な知識、思考力および表現力を身に付け
ているかを、判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語（英語）、地理歴史・
公民・数学・理科から 1科目の 3科目の試験によって、そ
れぞれの科目における基礎的な知識、思考力および表現力
を身につけているかを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方針で判定する。

■食物学科（食物学専攻）
食物学専攻は、「生活者」の視点を重視して「食」を科学的
に学ぶ学科である。「食」に関する専門的知識の学びを通
して科学的・論理的な思考力、洞察力、創造力を養い、こ
れらを活かして食関連の様々な領域で活躍する専門家を育
成することを目指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�生活や社会における様々な「食」に関する問題に関心を持

ち、「食」を科学的に深く学びたいという意欲のある人
・�「食」に対して知的好奇心と探究心を持ち、主体的に学修
や研究に取り組む意欲のある人
・�身に付けた「食」に関する知識・技術を基に、食品の開発
や研究、起業、教育（家庭科教諭）を通じて、地域社会・
国際社会に貢献したいと考えている人
・�科学的な知識・技術や考察力を身につけ、社会で活躍した
いと考えている人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�高校で履修した諸科目、特に化学、生物、数学の基礎学力
・�英語の読解力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力
・�自分の考えをまとめ他者に正しくわかりやすく伝える表現
力
・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎
的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、外国語（英語）に加え、化学、生物また
は数学における基礎的な知識を身につけているかを、思考
力および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
数学、化学、または生物の基礎的な知識を身につけている
かを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語（英語）、数学、理科
の 4科目の試験によって、それぞれの科目における基礎的
な知識、思考力および表現力を身につけているかを判定す
る。

■食物学科（管理栄養士専攻）
管理栄養士専攻は、管理栄養士免許を取得するために基礎
から応用にいたる領域を複合的に学ぶ学科である。人々の
健康増進や疾病の予防・治癒のために、専門的知識および
技能を生かして社会に貢献できる人物を育成することを目
指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�管理栄養士資格を取得するのに必要な知識と応用力を身に
つけたい人
・�人の身体と栄養に関して深く学びたいという意欲のある人
・�主体的に栄養に関する課題を発見し、正しい知識を用いて
解決したい人
・�管理栄養士として様々な領域で社会貢献したい人
・�管理栄養士として国際的視野を持ち、異分野と連携して、
社会を良くしたい人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�高校で履修した諸科目、特に化学、生物、数学の基礎学力
・�英語の読解力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力
・�自分の考えをまとめ、他者に正しくわかりやすく伝える表
現力
・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎
的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、外国語（英語）に加え、化学、生物また
は数学における基礎的な知識を身につけているかを、思考
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力および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
化学、生物または数学の基礎的な知識を身につけているか
を思考力および表現力も加味しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語（英語）、数学、理科
の 4科目の試験によって、それぞれの科目における基礎的
な知識、思考力および表現力を身につけているかを判定す
る。

■被服学科
被服学科は、生活環境が著しく変化する現代において、時
代に即した被服のあり方とは何かを科学的・文化的視点か
ら総合的に追究する学科である。より良い人間生活の向上
に役立つ被服を創造することで、繊維・ファッション業界
などの多彩な分野で活躍し、社会に貢献できる人材の育成
を目指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�被服に関連する事象を総合的に理解しようとする人。
・�被服を多角的視点から深く学び、人間生活に役に立つ知識
を獲得し、自ら考え、社会へ提案する意欲のある人。
・�何事にも一生懸命に取り組む姿勢があり、向上心を持つ人。
・�幅広い知識を身につけ、衣生活をより快適に豊かにしたい
という意欲のある人。
・�自分の考えを文章や言葉で表現でき、コミュニケーション
を図ることのできる人。
・�被服分野の専門家として社会貢献したい人。
【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�理科、数学、国語、英語の基礎学力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力と、自分の考えをま
とめ他者に正しく伝える基礎的な表現力
・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎

的な知識・理解を、思考力を含め判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、外国語（英語）に加え、国語、数学、ま
たは理科における基礎的な知識・理解を、思考力を含め判
定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
国語、数学、理科のうちの 2科目の試験について基礎的な
知識・理解を、思考力を含め判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの外国語（英語）、国語または数学、
理科の 3科目の試験によって、基礎的な知識・理解を、思
考力を含め判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方針で判定する。

■家政経済学科
家政経済学科は、生活の様々な現状を経済学、家政学、経
営学、政治学などの社会科学の手法を使って幅広く学ぶ学
科である。専門の学びを通じて、複雑化する様々な社会的
課題や経済的課題の解決方法を探り、学んだ知識を行動に
生かし、持続可能な社会の構築に貢献できる人物を育成す
ることを目指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�生活をめぐる様々な社会的課題や経済的課題に興味・関心

を持つ人
・�経済学、家政学、経営学、政治学などの社会科学の領域に
関心を持ち、幅広く学びながら自分の学びの中心となる学
問領域を見つけていこうとする探求心のある人
・�幅広い視野を持ち、主体的に学ぶ姿勢を持つ人
・�社会科学的な知識や考え方を身につけ、多様な立場の人々
の幸せや持続可能な社会の構築に貢献したいと望む人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�国語や数学、地理歴史、公民に関する一定の基礎学力
・�英語を読み取り理解する基礎力
・�物事を論理的に把握し分析する基礎的な読解力および論理
的思考力
・�自分の意見を適切な表現で他者に伝える基礎的な表現力
・�他者の意見に耳を傾け、目的達成のために協働して物事に
取り組む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎
的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、外国語（英語）に加え、国語または数学
における基礎的な知識を身につけているかを、思考力およ
び表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
国語や数学の基礎的な知識を身につけているかを、思考力
および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語（英語）、地理歴史・
公民または数学の 3科目の試験によって、それぞれの科目
における基礎的な知識、思考力および表現力を身につけて
いるかを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テストの外国語（英語）と国語・地理歴史・
公民・数学の中から選択した２科目の計 3科目の試験に
よって、それぞれの科目における基礎的な知識、思考力お
よび表現力を身につけているかを判定する。

■日本文学科
日本文学科は、日本文学ならびに日本語学と、これらの関
連分野（中国文学・思想、日本語教育学、図書館情報学）
を学ぶ学科である。専門の学びを通じて論理的な考察力を
養い、専門知識と思考力を活かして社会で活躍できる人物
を育成することを目指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�日本文学や日本語学に強い関心を持ち、深く学びたいとい
う意欲のある人
・�日本文学や日本語学を軸としつつ、上記の関連分野である
中国文学・思想、日本語教育学、図書館情報学にも関心を
持ち、学ぶ意欲のある人
・�知的好奇心と探究心を持ち、主体的に学修や研究に取り組
む意欲のある人
・�人間とは何であるかを言語・文学・文化・歴史を通して学
ぶ意欲のある人
・�文学や文化的・歴史的遺産を通して自分の生き方を考え、
自己実現を達成する意欲のある人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�国語と英語（外国語）の適切な運用能力
・�日本史もしくは世界史における十分な知識
・�テーマにそって資料を調べ、考察し、自分の言葉で表現す
る基礎的な能力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎
的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
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しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、特に国語や外国語（英語）、地理歴史（日
本史もしくは世界史）における基礎的な知識を身につけて
いるかを、思考力および表現力も加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
国語と地理歴史（日本史もしくは世界史）における基礎的
な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語、地理歴史・公民・数
学・理科のうち 1科目の 3科目の試験によって、それぞれ
の科目における基礎的な知識、思考力および表現力を身に
つけているかを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方針で判定する。

■英文学科
英文学科は、英語ならびに英米の文化圏（イギリス文学、
イギリス文化、アメリカ文学、アメリカ文化、言語、英語
教育）について学ぶ学科である。専門の学びを通じて論理
的な考察力を養い、英語力、専門知識、思考力を活かして
社会で活躍できる人物を育成することを目指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�英語や英米圏の文化に強い関心を持ち、深く学びたいとい
う意欲のある人
・�異文化への関心を持ち、国際的視野に立って社会に貢献し
たいと考える人
・�知的好奇心と探究心を持ち、主体的に学修や研究に取り組
む意欲のある人
・�人間とは何であるかを言語・文学・文化・歴史を通して学
ぶ意欲のある人
・�文学や文化的・歴史的遺産を通して自分の生き方を考え、
自己実現を達成する意欲のある人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�国語と英語の適切な運用能力
・�日本史もしくは世界史における十分な知識と基礎学力
・�テーマにそって資料を調べ、考察し、自分の言葉で表現す
る基礎的な能力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎

的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、特に国語や外国語（英語）、地理歴史（日
本史もしくは世界史）における基礎的な知識を身につけて
いるかを、思考力および表現力も加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
国語と地理歴史（日本史もしくは世界史）における基礎的
な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語（英語）、地理歴史・
公民・数学・理科から１科目の 3科目の試験によって、そ
れぞれの科目における基礎的な知識、思考力および表現力
を身につけているかを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方針で判定する。

■史学科
史学科は、歴史学と、それに関連する分野（地理学・宗教学・
博物館学）を学ぶ学科である。専門の学びを通じて論理的
な考察力を養い、専門知識と思考力を活かして社会で活躍
できる人物を育成することを目指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�歴史や歴史的資料（史料）へ強い関心を持ち、深く学びた
いという意欲のある人
・�歴史的背景を踏まえて異文化や国際問題を理解する意欲の
ある人
・�知的好奇心と探究心を持ち、主体的に学修や研究に取り組
む意欲のある人
・�人間とは何であるかを言語・文学・文化・歴史を通して学
ぶ意欲のある人
・�文学や文化的・歴史的遺産を通して自分の生き方を考え、
自己実現を達成する意欲のある人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�国語と英語の適切な運用能力
・�日本史もしくは世界史における十分な知識
・�テーマにそって資料を調べ、考察し、自分の言葉で表現す
る基礎的な能力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎
的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、特に国語や外国語（英語）、地理歴史（日
本史もしくは世界史）における基礎的な知識を身につけて
いるかを、思考力および表現力も加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
国語と地理歴史（日本史もしくは世界史）における基礎的
な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語、地理歴史（世界史ま
たは日本史）の 3科目の試験によって、それぞれの科目に
おける基礎的な知識、思考力および表現力を身につけてい
るかを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方法で判定する。

■現代社会学科
現代社会学科は、社会学、経済学、文化人類学、歴史学な
どの社会諸科学の理論と方法を学修することを通して、現
代社会を多角的に見つめ考える学科である。広い領域に至
る社会問題や社会現象を総合的な視点から捉え、的確な
データに基づいて考察できる人間の育成を目的としてい
る。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�現代社会における諸問題に関心を持ち、その解決に向けて
多角的に考えている人
・�身近な出来事と社会全体の動向との関わりの探究に意欲を
持っている人
・�日本および世界の社会や歴史に関心をもち、それを多角的、
総合的に理解・把握したいと考えている人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�国語、地理歴史、公民に関する一定の知識と理解力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力と、自分の考えをま
とめ他者に正しく伝える基礎的な表現力
・�日本文と外国語を読み取り、その内容を理解し表現する力。
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・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎

的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、国語、外国語（英語）、地理歴史または
数学における知識を身につけているかを、思考力および表
現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
国語、地理歴史または数学の知識を身につけているかを、
思考力および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語、および地理歴史・公
民・数学・理科のうち 1教科の計 3教科の試験によって、
それぞれの科目における基礎的な知識、思考力および表現
力を身につけているかを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方針で判定する。

■社会福祉学科
社会福祉学科は、現実社会のあらゆる生活上の諸問題を解
明し、より良い社会のあり方を考え、それを築くための実
践的な方法を学ぶ学科である。専門の学びで身につけたコ
ミュニケーション力・分析力・判断力を通じて、より良い
社会の担い手として実践的に活躍できる人物の育成を目指
している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�社会問題に関心があり、その解決のための実践的な方法を
深く学びたいという意欲がある人
・�他者と関わりをもつことに興味があり、共感的態度で他者
を理解する重要性を認識している人
・�生活上の諸問題をかかえる人々への社会的支援のあり方に
関心がある人
・�知的好奇心と探求心をもち、主体的に学修や研究に取り組
む意欲がある人
・�多様な価値観や自分とは異なる感性を柔軟に受け入れられ
る人として、社会で活躍したいと望む人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�社会科（公共、地理歴史等）や国語の十分な基礎学力
・�英語の読解力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力と、自分の考えをま
とめ他者に正しく伝える基礎的な表現力
・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎

的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、国語、外国語（英語）、および地理歴史
または数学における基礎的な知識を身につけているかを、
思考力および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
国語および地理歴史または数学の基礎的な知識を身につけ
ているかを、思考力および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語、および地理歴史・公
民・数学・理科のうち１科目の計 3科目の試験によって、
それぞれの科目における基礎的な知識、思考力および表現

力を身につけているかを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テストの国語、外国語、および地理歴史また
は公民の 3科目の試験によって、それぞれの科目における
基礎的な知識、思考力および表現力を身につけているかを
判定する。

■教育学科
教育学科は、生涯にわたる人間の成長を教育学の幅広い基
礎知識と深い専門知識に基づいて理解し、教育に関わる実
践と諸問題の解決方法を複眼的な視点から探究する学科で
ある。そのうえで、教育コミュニケーションという側面か
ら、多様な他者と協働し教育を核とした既存社会の変革と
持続可能な社会の創造を主体的に推進できる人を育ててい
くことを目指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�教育に関わる幅広い学問領域に興味がある人
・�学校教育の意義や教師の役割に関心がある人
・�教育的事象や社会の諸問題に興味がある人
・�教育の望ましいあり方を探究しようとする人
・�学びを支援することに関心がある人
・�他者と協働して社会をよりよく発展させていく意欲がある
人
・�自らの成長のために学び続けたいと望む人
【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�全教科にわたる基礎的な学力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力と、自分の考えをま
とめ他者に正しく伝える基礎的な表現力
・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎
的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、国語、外国語（英語）に加え、地理歴史
または数学における基礎的な知識を身につけているかを、
思考力および表現力も加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに筆記試験により、国
語に加え、地理歴史または数学における基礎的な知識を身
につけているかを、思考力および表現力も加味しながら判
定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語、地理歴史・数学・理
科のうち１科目の計 3科目の試験によって、それぞれの科
目における基礎的な知識、思考力および表現力を身につけ
ているかを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方針で判定する。

■心理学科
心理学科では、心の働きの普遍性について客観的・科学的
な理解を深めていく姿勢と、一人ひとりの生き方の個別性
を尊重する協働的な姿勢を兼ね備え、変わりゆく社会の中
でのあり方をたえず探求し続ける人間の育成を目的とす
る。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�人間の心の働きの仕組みや成り立ちを、科学的に理解する
ことに興味のある人。
・�調査や実験などの科学的な研究法を身につけ、心の働きを
主体的に探求したい人。
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・�生物学的、社会・文化的な視点から、人間の心の働きを学
問融合的に捉えていくことに関心のある人。
・�自分とは異なる考えも傾聴し、より広く深い人間理解を求
める人。
・�実証的なデータや文献を読み解き、自身の考察を論理的に
表現する意欲のある人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�高等学校段階までの十分な基礎学力
・�英語の読解力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力と、自分の考えをま
とめ他者に正しく伝える基礎的な表現力
・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎

的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、国語、外国語（英語）、地理歴史または
数学における基礎的な知識を身につけているかを、思考力
および表現力も加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
国語、地理歴史または数学の基礎的な知識を身につけてい
るかを、思考力および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの外国語（英語）および、国語・地理
歴史・公民・数学・理科のうち２科目の計 3科目の試験に
よって、それぞれの科目における基礎的な知識、思考力お
よび表現力を身につけているかを判定する
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方針で判定する。

■数物情報科学科
数物情報科学科は、数学、物理学、情報科学、およびそれ
らの複合領域を学ぶ学科である。専門の学びを通じて論理
的な考察力と表現力を養い、専門知識と科学的な思考力を
活かして社会で活躍する人物を育成することを目指してい
る。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�数学、物理学、情報科学またはそれらの複合領域を深く学
びたいという意欲のある人
・�数学、物理学、情報科学を軸としつつ、理系の様々な学問
領域に幅広い興味を持つ人
・�数学、物理学、情報科学に関する「実験」、「実習」、「演習」
などの実践的な学修と研究を面白いと感じ、その重要性を
認識している人
・�知的好奇心と探究心を持ち、主体的に学修や研究に取り組
む意欲のある人
・�科学的な知識・技術や考察力を身につけ、社会で活躍した
いと望む人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�数学、理科、情報の十分な基礎学力
・�英語の読解力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力と、自分の考えをま
とめ他者に正しく伝える基礎的な表現力
・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎

的な知識や思考力を身につけているかどうかを、論理的に記
述する力を加味して、判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、数学、理科、外国語（英語）における基

礎的な知識や思考力を身につけているかどうかを、論理的
に記述する力を加味して、判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
数学、理科における基礎的な知識や思考力を身につけてい
るかどうかを、論理的に記述する力を加味して、判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの外国語（英語）、数学、国語または
理科の 3科目の試験によって、それぞれの科目における基
礎的な知識、思考力および表現力を身につけているかを判
定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テストの外国語、数学または理科から２科目
の計 3科目の試験によって、それぞれの科目における基礎
的な知識、思考力および表現力を身につけているかを判定
する。

■化学生命科学科
化学生命科学科は、化学と生物学、また、両者の複合領域
を学ぶ学科である。専門の学びを通じて論理的な考察力を
養い、専門知識と科学的考え方を活かして社会で活躍でき
る人物を育成することを目指している。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�化学か生物学または両者の複合領域を深く学びたいという
意欲のある人
・�化学や生物学を軸としつつ、理系の様々な学問領域に幅広
い興味を持つ人
・�化学や生物学に関する「実験」を面白いと感じ、その重要
性を認識している人
・�知的好奇心と探究心を持ち、主体的に学修や研究に取り組
む意欲のある人
・�科学的な知識・技術や考察力を身につけ、社会で活躍した
いと望む人

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�理科や数学の十分な基礎学力
・�英語の読解力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力と、自分の考えをま
とめ他者に正しく伝える基礎的な表現力
・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎
的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、外国語（英語）に加え、数学または理科
における基礎的な知識を身につけているかを、思考力およ
び表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
数学と理科の基礎的な知識を身につけているかを、思考力
および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの外国語（英語）、国語または数学、
理科の 3科目の試験によって、それぞれの科目における基
礎的な知識、思考力および表現力を身につけているかを判
定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方針で判定する。
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■国際文化学科
国際文化学科は、「地域文化」と「芸術文化」を全て包括す
るものとしての「国際文化」を学ぶ学科である。世界の様々
な地域や研究領域に存在する問題を自らつかみとり、�それ
を国際的視野や学術的知見に基づいて理解・把握し、他者
と協力しながら解決を模索することを通して、新たな文化
や社会の構築に主体的にかかわることができる人物を育成
することを目指している。�
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
・�国内外に存在し、複雑に絡み合う諸文化を、多様な言語を
修得したうえで、複眼的・論理的・国際的な観点から理解
することによって、既成の単一的な文化領域を超え「越境」
する視座を身に付けたい人。【知識・技能】
・�実践的な取り組みの成果を言語化し、ICT も用いて発信
するために必要な論理的思考力やスキル、コミュニケー
ション能力を身に付けたい人。【思考力・判断力・表現力等】
・�教室外での実践・体験プログラムを通して得た実践的な知
と専門的な知識とを結びつけ、社会のフィールドにおける
文化的課題に、他者と協力しながら取り組みたい人。【主
体的に学習に取り組む態度】

【高等学校段階までに修得すべき学力】
・�外国語と国語の適切な運用能力
・�地理歴史や数学の十分な基礎学力
・�論理的に物事を考える基礎的な思考力と、自分の考えをま
とめ他者に正しく伝える基礎的な表現力
・�他者とコミュニケーションを取り、協働して物事に取り組
む力

＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎

的な知識を身につけているかを、思考力および表現力も加味
しながら判定する。
・一般選抜（個別選抜型）
筆記試験により、国語、外国語（英語）、地理歴史または
数学における基礎的な知識を身につけているかを、思考力
および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
英語外部試験を利用して英語の 4技能をバランスよく十分
に修得しているかを判定する。さらに、筆記試験により、
国語および地理歴史または数学の基礎的な知識を身につけ
ているかを、思考力および表現力を加味しながら判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
大学入学共通テストの国語、外国語、地理歴史・公民・数
学のうち 1科目の計 3科目の試験によって、それぞれの科
目における基礎的な知識、思考力および表現力を身につけ
ているかを判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
大学入学共通テスト利用型前期と同じ方針で判定する。

■建築デザイン学科
建築デザイン学部・建築デザイン学科は、住居学及び建築
学の視点から住居から都市までの生活環境を総合的に理解
し、住生活を包含する豊かな環境をデザインできる専門性
の高い人材の養成を目的としている。
本学科が求める学生像は、以下のとおりである。

【求める学生像】
国内外の生活環境を、歴史、地域、芸術、技術、持続可能

性、その他社会的課題などの側面から理解すること、またそ
の知見に基づいて豊かな住居・建築・都市環境をデザインす
ることに興味、意欲がある人
【高等学校段階までに修得すべき学力】
①�高等学校までに学んだ諸科目（外国語（英語）、国語、数学、
理科等）を通して、住居学、建築学に関わる諸要素を科学
的／論理的に理解し、考えるために必要な基礎学力を有し

ていること【知識・技能】
②�住居・建築、地域、都市における様々な課題に対して、自
分自身の意見や考えを積極的に表現することができること
【思考力・判断力・表現力等】
③�住居・建築、地域、都市に関わる専門的知識や技能を身に
つけること、及び居住者・利用者の立場から生活しやすい
居住環境の提案や建築、都市のデザインを自立的、継続的、
計画的、かつ他者と協力して取り組む意欲を有しているこ
と【主体的に学習に取り組む態度】
＜一般選抜の基本方針＞
一般選抜では、各入試区分で課している科目における基礎
的な知識を身につけているかを、思考力および表現力、学習
に取り組む態度も加味しながら判定する�。
・一般選抜（個別選抜型）
高等学校までに学んだ諸科目（国語、外国語（英語）、数学、
理科等）を通して、住居学、建築学に関わる諸要素を科学
的／論理的に理解し、考えるために必要な基礎学力を有し
ていることを筆記試験により評価する。建築デザインを学
ぶ基礎となる教科として、国語、外国語（英語）、数学、
理科（物理）の基礎学力を評価・判定する。
・一般選抜（英語外部試験利用型）
高等学校までに学んだ諸科目（国語、外国語（英語）、数学、
理科等）を通して、住居学、建築学に関わる諸要素を科学
的／論理的に理解し、考えるために必要な基礎学力を有し
ていることを筆記試験により評価する。外国語（英語）の
４技能の定着度に重きを置き、英語外部試験で一定のスコ
アを満たしていることを出願条件とし、国語、数学、理科
（物理）の基礎学力を評価・判定する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）
高等学校までに学んだ諸科目（国語、外国語（英語）、数学、
理科等）を通して、住居学、建築学に関わる諸要素を科学
的／論理的に理解し、考えるために必要な基礎学力を有し
ていることを大学入学共通テストの結果により判定する。
特に受験指定科目（国語、外国語、地理歴史及び公民、数学、
理科）の基礎学力を評価する。
・一般選抜（大学入学共通テスト利用型後期）
高等学校までに学んだ諸科目（国語、外国語（英語）、数学、
理科等）を通して、住居学、建築学に関わる諸要素を科学
的／論理的に理解し、考えるために必要な基礎学力を有し
ていることを大学入学共通テストの結果により判定する。
特に受験指定科目（外国語、数学、理科）の基礎学力を評
価する。
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2．出願資格及び出願資格を証明する書類

（1）以下のいずれかに該当する者
一般選抜（個別選抜型）、一般選抜（英語外部試験利用型）、一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期及び後期）の出願
資格は、以下のいずれかに該当する女子とします。なお、出願書類の郵送については、40 ページを参照してください。

出願資格 出願資格を証明する書類

1 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者及び 2024 年 3 月
卒業見込みの者

出身学校長が作成した調査書
（厳封されたもの）＊ 1

2 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者及び 2024 年 3 月
修了見込みの者

出身学校長が作成した調査書
（厳封されたもの）＊ 1

3 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した
者と同等以上の学力があると認められる者及び 2024 年 3 月 31 日
までにこれに該当する見込みの者

（1） 外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者及び
2024 年 3 月 31 日までに修了見込みの者又はこれらに準ずる者
で文部科学大臣の指定した者

修了（見込）証明書、成績証明書

（2） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして
認定した在外教育施設の当該課程を修了した者及び 2024 年 3 月
31 日までに修了見込みの者

出身学校長が作成した調査書
（厳封されたもの）＊ 1

（3） 専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の
文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大
臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了し
た者及び 2024 年 3 月 31 日までに修了見込みの者

修了（見込）証明書、成績証明書

（4） 文部科学大臣の指定した者 資格証明書、または修了（見込）証明書、
成績証明書＊ 2

（5） 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試
験（旧大学入学資格検定）に合格した者及び 2024 年 3 月 31 日
までに合格見込みの者

合格成績証明書、もしくは合格見込成績
証明書

（6） 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業し
た者と同等以上の学力があると認められた者で、18 歳に達した
者

修了（見込）証明書、成績証明書（調査
書がある場合は、調査書を提出）＊ 3

＊ 1　 卒業見込者は第 3 学年 2 学期又は前期までの成績が記載されている書類を提出してください。保存期間経過等により
調査書が発行されない場合は、「卒業証明書」及び「成績証明書」を提出してください。その際、調査書が発行されな
い旨のメモ（書式自由）を添付してください。

＊ 2　 国際バカロレア、アビトゥア、バカロレア、GCE A レベル等、外国の大学入学資格の保有者は資格証明書を提出して
ください。国際的な評価団体（WASC、CIS、ACSI）の認定を受けた外国人学校の 12 年の課程を修了した者及び 2024 年 
3 月 31 日までに修了見込みの者は、修了（見込）証明書及び成績証明書を提出してください。

＊ 3　 個別に入学資格審査を必要とする者は、必ず 11 月 24 日（金）までに入試課へ連絡してください。
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（2）一般選抜（英語外部試験利用型）のみ
一般選抜（英語外部試験利用型）の受験を希望する者は、7 ページの出願書類の他に、以下のスコア・証明書等の提出が必
要です。

学部 対象となる英語外部試験の名称 スコア 出願資格を証明する書類

全学部

実用英語技能検定試験 
（英検）（CSE2.0）＊ 1 2 級以上の 1950 以上 「合格証明書」又は「合格証書」又は

「英検CSEスコア証明書」又は「個人成績表」

TEAP ＊ 2 225 以上
「成績表（OFFICIAL SCORE REPORT）」

TEAP CBT ＊ 2 420 以上

GTEC ＊ 3

930 以上 「OFFICIAL SCORE CERTIFICATE」
GTEC CBT

ケンブリッジ英語検定＊ 4 140 以上 「認定証」又は「認定（結果）ステートメント」

IELTSTM（ ア カ デ ミ ッ ク・ モ
ジュールに限る）＊ 5 4.0 以上 「成績証明書（Test Report Form）」

TOEFL iBT® ＊ 6 42 以上 「Official Score Report」又は
「Test Taker Score Report」

・出願資格を証明する書類が指定のものでない場合、出願書類として受け付けできません。ご提出の前に、本学ホーム 
ページ「募集要項」ページに掲載されている「日本女子大学 2024 年度入学試験 英語外部試験証明書類について」を必ず
確認してください。https://www.jwu.ac.jp/unv/admission/exam/application.html

・出願に際して、出願締切日から遡って 2 年以内に受検した上記の基準のいずれかを満たす所定の証明書を提出してくだ
さい。ただし、英検については、出願締切日から遡って 2 年以内に二次試験を受検していることが必要です。

・複数の証明書等を有している場合は、1 つのみ選んで提出してください。
・証明書等の取得には時間を要するため余裕をもって準備をしてください。
・いったん受理した証明書等は、返却できません。
・証明書等については、「原本」又は「原本からの正しい複製であることが出身学校によって証明されたもの」を提出して

ください。

* 注 1　 各級の合格・不合格ではなく、CSE2.0 のスコアが基準となります。従来型・S-CBT・S-Interview のいずれも対
象とします。ただし英検 IBA は対象としません。証明書類について、個人成績表は受験年度・受験回・個人番号・
4 技能のスコアと正しい生年月日が掲載されたものとします。

* 注 2　 同一試験日のスコアのみ有効とします（複数日のスコアの合算は不可とします）。
* 注 3　 アセスメント版は対象としません。
* 注 4　 リンガスキルは対象としません。なお Cambridge English スケールのスコアが基準となります。
* 注 5　 コンピューター版のスコアも有効としますが、IELTS Online・IELTS Indicator は対象としません。追加成績証

明書の発行手続を行う場合は、出願期間内に大学に届くように申請してください。
* 注 6　 Test Date Score に限る。Home Edition は対象としません。My BestTM Score の活用は不可。Official Score 

Reports を実施機関から直送する場合の DI コードは C549 です。

［受験の際及び入学後に配慮を必要とする方へ］
　障害等があり受験の際及び入学後に特別な配慮を必要とする場合は、住所・電話番号・氏名・配慮事項を記載の上、必
ず 11 月 24 日（金）までに入試課（n-nyushi@atlas.jwu.ac.jp）へ連絡してください。なお、特別な配慮を必要とする受験を
希望する場合は、「医療機関の診断書」「本学所定の申請書」等を提出していただき、必要に応じて見学等していただきます。
※ 不慮の事故等により、特別な配慮が必要となった場合もすみやかに入試課へ連絡してください（期限後の申し出につい

ては、特別な配慮ができない場合があります）。
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3．試験日程・試験時間割

（1）一般選抜（個別選抜型）・一般選抜（英語外部試験利用型）

学部 出願期間 試験日 合格発表日 入学手続期間

文学部 Web出願登録期間
2024 年

1 月 4 日（木）～
1 月 16 日（火）23：59

必要書類提出期限
1 月 16 日（火）（消印有効）

2 月 1日（木）

2 月 10 日（土）
2 月 10 日（土）

～
2 月 16 日（金）

人間社会学部
国際文化学部 2 月 2日（金）

家政学部
理学部

建築デザイン学部
2 月 3日（土）

（2）一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期）

学部 出願期間 試験日 合格発表日 入学手続期間

家政学部

Web出願登録期間
2024 年

1 月 4 日（木）～
1 月 16 日（火）23：59

必要書類提出期限
1 月 16 日（火）（消印有効）

大学個別の
学力試験は
ありません。

2 月 10 日（土）
2 月 10 日（土）

～
2 月 16 日（金）

文学部

人間社会学部

理学部

国際文化学部

建築デザイン学部

（3）一般選抜（大学入学共通テスト利用型　後期）

学部 出願期間 試験日 合格発表日 入学手続期間

家政学部
（食物学科除く）

Web出願登録期間
2024 年

2 月 9 日（金）～
2 月 26 日（月）23：59

必要書類提出期限
2 月 26 日（月）（消印有効）

大学個別の
学力試験は
ありません。

3 月 8 日（金）
3 月 8 日（金）

～
3 月 15 日（金）

文学部

人間社会学部

理学部

国際文化学部

建築デザイン学部
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一般選抜（個別選抜型・英語外部試験利用型）試験時間割

試験日 学部 入試種別 時間 科目

2月 1日 文学部

パターン1 ①	個別選抜型　単願②	個別選抜型×英語外部　併願

1 10:00 ～ 11:30 外国語

2 12:50 ～ 14:20 国語

3 15:00 ～ 16:30 選択科目

パターン2 ①	英語外部試験利用型　単願②	英語外部×英語外部　併願

1

2 12:50 ～ 14:20 国語

3 15:00 ～ 16:30 選択科目

2月 2日
人間社会学部

国際文化学部

パターン1 ①	個別選抜型　単願・併願②	個別選抜型×英語外部　併願

1 10:00 ～ 11:30 国語

2 12:50 ～ 14:00 選択科目

3 14:40 ～ 16:10 外国語

パターン2 ①	英語外部試験利用型　単願②	英語外部×英語外部　併願

1 10:00 ～ 11:30 国語

2 12:50 ～ 14:00 選択科目

3

2月 3日

家政学部

理学部

建築デザイン学部

パターン1 ①	2 教科単願
＊ 1

②	2 教科× 2教科　併願＊ 2

1

2 11:30 ～ 12:40 外国語以外の科目

3 14:00 ～ 15:30 外国語

パターン2
①	3 教科入試を１つでも受験する場合
②	2 教科× 2教科併願で3科目受験する場合
	 （33ページ参照）

1 10:00 ～ 11:10＊ 4

外国語以外の科目
2 11:30 ～ 12:40＊ 4

3 14:00 ～ 15:30 外国語

パターン3
①	数物情報科学科 2教科単願＊ 3

②	英語外部試験利用型　単願
③	英語外部×英語外部　併願

1 10:00 ～ 11:10＊ 4

外国語以外の科目
2 11:30 ～ 12:40＊ 4

3

*1 数物情報科学科で【物理基礎・物理】又は【化学基礎・化学】を選択した場合は、パターン 3 となります。
*2 2 教科× 2 教科の併願であっても、選択した受験科目が 3 科目になる場合は、パターン 2 となります（33 ページ参照）。
*3 外国語（英語）を選択した場合は、パターン 1 となります。
*4 2 月 3 日（パターン 2 とパターン 3）の 1・2 時限目は連続受験となります。

受験する試験時間をご確認のうえ、試験開始の30分前までに入構し、15分前までに試験室へ入室してください。
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4．募集人員・試験教科・科目・配点・時間等

4-1．一般選抜（個別選抜型）

（1）選抜方法
合否の判定は入試教科（科目）の総合得点によって行います。なお、選択科目は難易度差による有利・不利が生じ
ないよう得点調整します。

（2）募集人員・試験教科・科目・配点・時間
学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 摘要 配点 時間

家
政
学
部
（
２
教
科
入
試
）

児童学科 30

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

●国語総合及び古典Ｂのうち、
漢文を除く。

各
100点

計
200点

外国語
90分

その他
70分

数学
国語

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】
の2科目より1科目選択

食物学科
食物学専攻 16

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

数学
理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】
の3科目より1科目選択

食物学科
管理栄養士専攻 30

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

数学
理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】
の3科目より1科目選択

被服学科 38

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

数学
国語
理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】・【物理基礎,物理】
の5科目より1科目選択

家政経済学科 45

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

数学
国語

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】
の2科目より1科目選択

家
政
学
部
（
３
教
科
入
試
）

児童学科 3

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

●国語総合及び古典Ｂのうち、
漢文を除く。

●家政経済学科では数学、国
語について傾斜配点を行い、数
学は100点を150点満点として扱
い、国語は100点を50点満点と
して扱う（計300 点）。

各
100点

計
300点 外国語

90分

その他
70分

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

数学
理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】・【物理基礎,物理】
の4科目より1科目選択

食物学科
食物学専攻 2

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

数学
理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】
の3科目より2科目選択

食物学科
管理栄養士専攻 2

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

数学
理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】
の3科目より2科目選択

被服学科 3

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

数学
国語
理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】・【物理基礎,物理】
の5科目より2科目選択

家政経済学科 4

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】
外国語
100 点

数学
150 点

国語
50 点

計
300 点

数学 【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】
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一般選抜（個別選抜型）（続き）
学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 摘要 配点 時間

文
学
部

日本文学科 50

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

●日本文学科では国語について
傾斜配点を行い、100点を150点
満点として扱う（計350点）。

●英文学科では外国語につい
て傾斜配点を行い、100点を150
点満点として扱う（計350点）。

●史学科では地理歴史につい
て傾斜配点を行い、100点を150
点満点として扱う（計350点）。

国語
150点

その他
各100点

計
350点

各
90分

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史 【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】
の2科目より1科目選択

英文学科 70

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】 外国語
150点

その他
各100点

計
350点

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史 【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】
の2科目より1科目選択

史学科 42

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】 地理歴史
150点

その他
各100点

計
350点

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史 【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】
の2科目より1科目選択

人
間
社
会
学
部

現代社会学科 57

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

各
100点

計
300点

外国語
国　語
各90分

その他
70分

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学Ⅰ,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列、ベクトル）】
の3科目より1科目選択

社会福祉学科 47

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学Ⅰ,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列、ベクトル）】
の3科目より1科目選択

教育学科 40

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学Ⅰ,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列、ベクトル）】
の3科目より1科目選択

心理学科 38

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学Ⅰ,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列、ベクトル）】
の3科目より1科目選択



13

一般選抜（個別選抜型）（続き）
学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 摘要 配点 時間

理
学
部
（
２
教
科
入
試
）

数物情報科学科 33

数学 【数学I,Ⅱ,Ⅲ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】

●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

各
100点

計
200点

外国語
90分

その他
70分

外国語
理科

【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】・
【物理基礎,物理】・【化学基礎,化学】
の3科目より1科目選択

化学生命科学科 33

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

数学
理科

【数学I,Ⅱ,Ⅲ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】
の3科目より1科目選択

理
学
部
（
３
教
科
入
試
）

数物情報科学科 5

数学 【数学I,Ⅱ,Ⅲ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】

●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

各
100点

計
300点

外国語
90分

その他
70分

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

理科 【物理基礎,物理】・【化学基礎,化学】
の2科目より1科目選択

化学生命科学科 8

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】

数学
理科

【数学I,Ⅱ,Ⅲ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】
の3科目より2科目選択

国
際
文
化
学
部

国際文化学科 40

外国語 【コミュニケーション英語I,Ⅱ,Ⅲ,英語表現I,Ⅱ】 ●外国語について傾斜配点を
行い、100点を120点満点として
扱う。

●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

外国語
120点

その他
各100点

計
320点

外国語
国　語
90分

その他
70分

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学Ⅰ,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列、ベクトル）】
の3科目より1科目選択

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
部
（
２
教
科
入
試
）

建築デザイン学科 18

外国語 【コミュニケーション英語Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,英語表現Ⅰ,Ⅱ】 ●数学Aは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

●国語総合及び古典Bのうち、
漢文を除く。

各
100点

計
200点

外国語
90分

その他
70分

数学
国語
理科

【数学Ⅰ,Ⅱ,A,B（数列、ベクトル）】・
【国語総合、現代文B、古典B】・
【物理基礎、物理】
の3科目より1科目選択

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
部
（
３
教
科
入
試
）

建築デザイン学科 36

外国語 【コミュニケーション英語Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,英語表現Ⅰ,Ⅱ】 ●数学Aは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

●国語総合及び古典Bのうち、
漢文を除く。

各
100点

計
300点

外国語
90分

その他
70分

数学
国語
理科

【数学Ⅰ,Ⅱ,A,B（数列、ベクトル）】・
【国語総合、現代文B、古典B】・
【物理基礎、物理】
の3科目より2科目選択
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4-2．一般選抜（英語外部試験利用型）

（1）選抜方法
・英語外部試験のスコアが出願条件を満たすことにより、外国語（英語）以外の科目で受験ができます。試験の種類・ス

コアの基準については、8ページを参照してください。
・一般選抜（個別選抜型）と同日に一般選抜（個別選抜型）と同じ問題を解答します。
・合否の判定は入試教科（科目）の総合得点によって行います。「（2）加点設定について」に記載のスコアを保持してい

る場合、該当の点数を加点します。なお、選択科目は難易度差による有利・不利が生じないよう得点調整します。
・一般選抜（個別選抜型）または、一般選抜（英語外部試験利用型）内での併願の詳細については、25ページを参照して

ください。

（2）加点設定について
・出願基準を満たし、かつ、以下のスコアを保持している場合は、入試結果に加点します。
・加点の対象は、一般選抜（英語外部試験利用型）のみです。一般選抜（個別選抜型）との併願の場合でも、一般選抜（英 

語外部試験利用型）の入試結果にのみ加点されます。

基準Ⅰ 英検CSE：2100　　TEAP：260　　TEAP CBT：470　　GTEC：1050　　ケンブリッジ英検：150
IELTSTM：4.5　　TOEFL iBTⓇ：56

基準Ⅱ 英検CSE：2300　　TEAP：309　　TEAP CBT：600　　GTEC：1180　　ケンブリッジ英検：160
IELTSTM：5.5　　TOEFL iBTⓇ：72

学部 学科 基準Ⅰ 基準Ⅱ

家政学部

児童学科 10点 20点

食物学科
5点 10点

被服学科

家政経済学科 10点 20点

文学部

日本文学科
10点 20点

英文学科

史学科 20点 40点

人間社会学部

現代社会学科

10点

20点
社会福祉学科

教育学科 40点

心理学科 20点

理学部
数物情報科学科

5点 10点
化学生命科学科

国際文化学部 国際文化学科 20点 40点

建築デザイン学部 建築デザイン学科 10点 20点
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学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 摘要 配点 時間

家
政
学
部

児童学科 2

数学 【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】

●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

●国語総合及び古典Ｂのうち、
漢文を除く。

●家政経済学科では数学、国
語について傾斜配点を行い、数
学は100点を150点満点として扱
い、国語は100点を50点満点と
して扱う（計200 点）。

各
100点

計
200点

各
70分

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

食物学科
食物学専攻 1 数学

理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】
の3科目より2科目選択

食物学科
管理栄養士専攻 1 数学

理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】
の3科目より2科目選択

被服学科 3
数学
国語
理科

【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】・【物理基礎,物理】
の5科目より2科目選択

家政経済学科 2

数学 【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】
数学

150 点

国語
50 点

計
200 点

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

文
学
部

日本文学科 2

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

●日本文学科では国語について
傾斜配点を行い、100点を150点
満点として扱う（計250点）。

●史学科では地理歴史につい
て傾斜配点を行い、100点を150
点満点として扱う（計250点）。

国語
150点

地理歴史
100点

計
250点

各
90分

地理歴史 【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】
の2科目より1科目選択

英文学科 8

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】 各
100点

計
200点地理歴史 【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】

の2科目より1科目選択

史学科 2

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】 国語
100点

地理歴史
150点

計
250点

地理歴史 【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】
の2科目より1科目選択

（3）募集人員・試験教科・科目・配点・時間
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一般選抜（英語外部試験利用型）（続き）
学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 摘要 配点 時間

人
間
社
会
学
部

現代社会学科 2

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

各
100点

計
200点

国　語
90分

その他
70分

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】
の3科目より1科目選択

社会福祉学科 2

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】
の3科目より1科目選択

教育学科 2

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】
の3科目より1科目選択

心理学科 2

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】
の3科目より1科目選択

理
学
部

数物情報科学科 3
数学 【数学I,Ⅱ,Ⅲ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】

●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

各
100点

計
200点

各
70分

理科 【物理基礎,物理】・【化学基礎,化学】
の2科目より1科目選択

化学生命科学科 2 数学
理科

【数学I,Ⅱ,Ⅲ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】・
【化学基礎,化学】・【生物基礎,生物】
の3科目より2科目選択

国
際
文
化
学
部

国際文化学科 10

国語 【国語総合,現代文Ｂ,古典Ｂ】 ●数学Ａは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

各
100点

計
200点

国　語
90分

その他
70分

地理歴史
数学

【世界史Ｂ】・【日本史Ｂ】・
【数学I,Ⅱ,Ａ,Ｂ（数列,ベクトル）】
の3科目より1科目選択

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
部

建築デザイン学科 5
数学
国語
理科

【数学Ⅰ,Ⅱ,A,B（数列、ベクトル）】・
【国語総合、現代文B、古典B】・
【物理基礎、物理】
の3科目より2科目選択

●数学Aは選択分野である「場
合の数と確率」、「整数の性
質」及び「図形の性質」をすべ
て出題範囲に含める。

●国語総合及び古典Bのうち、
漢文を除く。

各
100点

計
200点

各
70分
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4-3．一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期）

（1）選抜方法
・本学での個別学力検査は行いません。大学入学共通テストを、指定された会場で受験してください。
・合否の判定は入試教科（科目）の総合得点によって行います。選択科目を複数受験している場合は、高得点の科目を合

否判定に利用します。
・大学入学共通テストにおいて、「地理歴史、公民」及び「理科②」の試験時間に2科目受験した場合、第1解答科目・ 

第2解答科目の別にかかわらず合否判定の利用対象とします。

（2）募集人員・試験教科・科目・配点

学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 配点 備考 合計点

家
政
学
部

児童学科 10

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて 1 科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

食物学科
食物学専攻 2

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点

国語は近代以降の文章のみ。

数学と理科の配点は 100 点を
200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

700 点

国語 「国語」 100 点

数学
「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 1 科目選択
200 点

理科

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」
「物理」「化学」「生物」

上記より 1 科目選択

200 点

食物学科
管理栄養士専攻 4

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点

国語は近代以降の文章のみ。

数学と理科の配点は 100 点を
200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

700 点

国語 「国語」 100 点

数学
「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 1 科目選択
200 点

理科

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」
「物理」「化学」「生物」

上記より 1 科目選択

200 点
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一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期）（続き）
学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 配点 備考 合計点

家
政
学
部

被服学科 7

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」

200 点数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 1 科目選択

理科

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」
「物理」「化学」「生物」

上記より 1 科目選択

200 点

家政経済学科 5

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択
200 点 英 語 リ ー デ ィ ン グ 100 点 を

150 点に換算し、リスニング
100 点を 50 点に換算して 200
点とする。

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

600 点
国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点
公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 1 科目選択

文
学
部

日本文学科 10

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

外国語と国語以外の科目の配
点は 100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

英文学科 10

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 300 点
英語はリーディング 100 点を
240 点に換算し、リスニング
100 点を 60 点に換算して 300 点 
とする。

外国語と国語以外の科目の配
点は 100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

700 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

史学科 15

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

地 理 歴 史 の 配 点 は 100 点 を
300 点に換算。 700 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」
300 点

上記より 1 科目選択
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学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 配点 備考 合計点

人
間
社
会
学
部

現代社会学科 5

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ａ」「日本史Ａ」「地理Ａ」
「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」
「簿記 ･ 会計」「情報関係基礎」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

社会福祉学科 4

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ａ」「日本史Ａ」「地理Ａ」
「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」
「簿記 ･ 会計」「情報関係基礎」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

教育学科 5

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ａ」「日本史Ａ」「地理Ａ」
「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」
「情報関係基礎」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

心理学科 3

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点

国語は近代以降の文章のみ。

地理歴史 ･ 公民はあわせて１
教科として扱う（地理歴史 ･
公民から２科目選択は不可）。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

400 点

国語 「国語」

100 点
×２

地理歴史
及び
公民

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」
「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 2 教科 ･2 科目選択

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期）（続き）
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学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 配点 備考 合計点

理
学
部

数物情報科学科 13

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 100 点 国語は近代以降の文章のみ。

英語はリーディング 100 点を
80 点に換算し、リスニング
100 点を 20 点に換算して 100
点とする。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

400 点

数学
「数学Ⅰ・数学Ａ」 100 点

「数学Ⅱ・数学Ｂ」 100 点

国語 「国語」

100 点理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

化学生命科学科 13

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点 国語は近代以降の文章のみ。

英語はリーディング 100 点を
160 点に換算し、リスニング
100 点を 40 点に換算して 200
点とする。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」

200 点数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 1 科目選択

理科

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

200 点

国
際
文
化
学
部

国際文化学科 5

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

300 点
英語はリーディング 100 点を
200 点に換算し、リスニング
100 点と合計して 300 点とす
る。

その他の外国語（独仏中韓）
は筆記 200 点を 300 点に換算。

600 点
国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

100 点
公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 1 科目選択

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
部

建築デザイン学科 6

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は 2 科目あわせて 1 科目とし
て扱う。

600 点

国語

地理歴史
及び公民

数学

理科

「国語」

「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」
「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

「数学Ⅰ・数学 A」「数学Ⅱ・数学 B」

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 2 教科・2 科目選択
（ただし、2 教科のうち 1 教科は数学又は理科を含める
こと）

200 点
× 2

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期）（続き）
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4-4．一般選抜（大学入学共通テスト利用型　後期）

（1）選抜方法
・本学での個別学力検査は行いません。大学入学共通テストを、指定された会場で受験してください。
・合否の判定は入試教科（科目）の総合得点によって行います。選択科目を複数受験している場合は、高得点の科目を合

否判定に利用します。
・大学入学共通テストにおいて、「地理歴史、公民」及び「理科②」の試験時間に2科目受験した場合、第1解答科目・ 

第2解答科目の別にかかわらず合否判定の利用対象とします。

（2）募集人員・試験教科・科目・配点
学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 配点 備考 合計点

家
政
学
部

児童学科 3

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は、２科目あわせて１科目と
して扱う。

600 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

被服学科 3

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」

200 点数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 1 科目選択

理科
「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」
「物理」「化学」「生物」

上記より 1 科目選択

200 点

家政経済学科 3

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

英語はリーディング 100 点を
150 点に換算し、リスニング
100 点を 50 点に換算して 200
点とする。

国語は近代以降の文章のみ。

地理歴史 ･ 公民はあわせて１
教科として扱う（地理歴史 ･
公民から２科目選択は不可）。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

600 点
国語 「国語」

200 点
×２

地理歴史
及び
公民

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」
「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 2 教科 2 科目選択
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学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 配点 備考 合計点

文
学
部

日本文学科 3

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

国語の古典の配点は 100 点を
200 点に換算。

外国語と国語以外の科目の配
点は 100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は、２科目あわせて１科目と
して扱う。

700 点

国語 「国語」 300 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

英文学科 5

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 350 点
英語はリーディング 100 点を
300 点に換算しリスニング 100
点を 50 点に換算して 350 点と
する。

外国語と国語以外の科目の配
点は 100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は、２科目あわせて１科目と
して扱う。

750 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

史学科 5

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

地 理 歴 史 の 配 点 は 100 点 を
300 点に換算。 700 点国語 「国語」 200 点

地理歴史
「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

上記より 1 科目選択
300 点

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　後期）（続き）
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学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 配点 備考 合計点

人
間
社
会
学
部

現代社会学科 2

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ａ」「日本史Ａ」「地理Ａ」
「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」
「簿記 ･ 会計」「情報関係基礎」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

社会福祉学科 3

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

600 点
国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ａ」「日本史Ａ」「地理Ａ」
「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

上記より 1 科目選択

教育学科 3

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

200 点

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ａ」「日本史Ａ」「地理Ａ」
「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

200 点

公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」
「情報関係基礎」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

心理学科 3

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点

国語は近代以降の文章のみ。

地理歴史 ･ 公民はあわせて１
教科として扱う（地理歴史 ･
公民から２科目選択は不可）。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

400 点

国語 「国語」

100 点×
２

地理歴史
及び
公民

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」
「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 2 教科 ･2 科目選択

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　後期）（続き）
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学
部 学科 募集

人員 教科 科目・出題範囲 配点 備考 合計点

理
学
部

数物情報科学科 3

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点 英語はリーディング 100 点を
160 点に換算し、リスニング
100 点を 40 点に換算して 200
点とする。

理科の「基礎を付した科目」
は 2 科目あわせて 1 科目とし
て扱う。

400 点

数学

理科

「数学Ⅰ・数学 A」「数学Ⅱ・数学 B」

「物理基礎」「化学基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「地学」

上記より 2 科目選択

100 点
× 2

化学生命科学科 3

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 200 点 英語はリーディング 100 点を
160 点に換算し、リスニング
100点を40点に換算して200点 
とする。

国語は近代以降の文章のみ。

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は２科目あわせて１科目とし
て扱う。

600 点

国語 「国語」

200 点数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 1 科目選択

理科

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

上記より 1 科目選択

200 点

国
際
文
化
学
部

国際文化学科 3

外国語

「英語（リーディング・リスニング）」
「独語」「仏語」「中国語」「韓国語」

上記より 1 科目選択

300 点
英語はリーディング 100 点を
200 点に換算し、リスニング
100 点と合計して 300 点とす
る。

その他の外国語（独仏中韓）
は筆記 200 点を 300 点に換算。

600 点
国語 「国語」 200 点

地理歴史「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」

100 点
公民 「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」

上記より 1 科目選択

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
部

建築デザイン学科 6

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」

200 点
× 2

外国語以外の科目の配点は
100 点を 200 点に換算。

理科の「基礎を付した科目」
は 2 科目あわせて 1 科目とし
て扱う。

400 点

数学 「数学Ⅰ・数学 A」「数学Ⅱ・数学 B」

理科 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」
「物理」「化学」「生物」

上記より 2 教科・2 科目選択

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　後期）（続き）
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5．併願・第二志望学科選択（一般選抜家政学部志願者対象）

１．併願
　一般選抜では、個別選抜型、英語外部試験利用型、大学入学共通テスト利用型（前期）・（後期）を組み合わせて併願
すること、また、それぞれの区分の中で併願することが可能です。ただし、併願する学部・学科や区分の組み合わせに
より、以下（１）～（５）の条件があります。

	（1）一般選抜（個別選抜型）
・ 一般選抜（個別選抜型）は、異なる学部の併願が可能です。ただし、同じ日に試験を行う学部を併願する場合は、 

選択する受験科目が同じであることが必要です。
・ 数学について、理学部は家政学部・建築デザイン学部と問題が異なるため、併願の選択科目として利用できません（家

政学部と建築デザイン学部では、数学を併願の選択科目として利用することが可能です）。
・ 文学部・人間社会学部は、同一学部内の学科の併願はできません。家政学部・建築デザイン学部・理学部の同一学部

内の併願については、（５）を参照してください。

	（2）一般選抜（英語外部試験利用型）
　一般選抜（英語外部試験利用型）は、異なる学部及び同一学部内の学科（専攻）の併願が可能です。ただし、同じ日
に試験を行う学部・学科を併願する場合は、選択する受験科目が同じであることが必要です。

	（3）一般選抜（大学入学共通テスト利用型）
・ 一般選抜（大学入学共通テスト利用型）は、異なる学部及び同一学部内の学科（専攻）の併願が可能です。
・ 一般選抜（個別選抜型）や一般選抜（英語外部試験利用型）との併願が可能です。

	（4）一般選抜（個別選抜型）と一般選抜（英語外部試験利用型）の併願について
・ 一般選抜（英語外部試験利用型）は、一般選抜（個別選抜型）と同じ問題を解答します。従って、選択する受験科目

が同じであれば併願が可能です。
・ 一般選抜（個別選抜型）2 教科入試と一般選抜（英語外部試験利用型）のみの併願はできません。

（併願可能な例）
・ 2 月 1 日に史学科、2 月 2 日に現代社会学科、2 月 3 日に家政経済学科を受験。
・ 2 月 2 日に現代社会学科と国際文化学科を受験。ただし、選択科目が同じであることが必要（現代社会学科で

数学を選択し、国際文化学科で日本史を選ぶ等は不可）。
・ 2 月 3 日に食物学科と化学生命科学科を受験。注意点は「（５）一般選抜（個別選抜型）の 2 教科入試と 3 教科

入試について（2/3 の家政学部・建築デザイン学部・理学部のみ）」参照。

（併願可能な例）
・ 大学入学共通テスト利用型（前期）で日本文学科、英文学科、史学科を受験。
・ 食物学科を個別選抜型 3 教科入試、個別選抜型 2 教科入試、英語外部試験利用型、大学入学共通テスト利用

型（前期）で受験。
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	（5）	一般選抜（個別選抜型）の 2教科入試と 3教科入試について（2/3 の家政学部・建築デザイン学部・
理学部のみ）

① 一般選抜（個別選抜型）の 2 教科入試と 3 教科入試の併願
・ 2 教科入試と 3 教科入試の受験科目が合えば併願が可能です。
・ 2 教科入試と 3 教科入試を併願した際に、2 教科入試の選択科目を 3 教科入試で複数科目受験している場合は、2 教

科入試では高得点の科目を合否判定に利用します。
・ 数学について、理学部は家政学部・建築デザイン学部と問題が異なるため、併願の選択科目として利用できません（家

政学部と建築デザイン学部では、数学を併願の選択科目として利用することが可能です）。

② 一般選抜（個別選抜型）2 教科入試同士での併願、3 教科入試同士での併願
　2 教科入試同士での併願、3 教科入試同士での併願は、学部が異なり、かつ選択科目が同じである場合に可能です。

　同じ日に試験を行う学部・学科を併願する場合、次ページ以降を参照してください。

（併願可能な例）
・ 家政学部食物学科（食物学専攻）を 3 教科入試と 2 教科入試の両方で受験。
・ 家政学部食物学科（食物学専攻）を 3 教科入試、被服学科を 2 教科入試で受験。選択科目は次のとおり。
 　家政学部食物学科（食物学専攻）3 教科入試　選択科目：化学と生物で受験
 　家政学部被服学科 2 教科入試　　　　 　　　選択科目：化学又は生物のうち、高得点の科目を判定に利用
・ 家政学部被服学科を 3 教科入試、理学部化学生命科学科を 2 教科入試で受験。選択科目は次のとおり。
 　家政学部被服学科 3 教科入試　　　　選択科目：化学と生物で受験
 　理学部化学生命科学科 2 教科入試　　選択科目：化学又は生物のうち、高得点の科目を判定に利用

（併願可能な例）
・ 家政学部食物学科（食物学専攻）3 教科入試　　　　　　選択科目：化学と生物で受験
 理学部化学生命科学科 3 教科入試　　　　　　　　　　選択科目：化学と生物で受験
・ 理学部数物情報科学科 2 教科入試　　　　　　　　　　選択科目：物理で受験
 建築デザイン学部建築デザイン学科 2 教科入試　　　　選択科目：物理で受験
 この場合は、2 教科入試同士の併願でも、3 教科受験する必要があります。
 （数物情報科学科の必須科目が数学、建築デザイン学部建築デザイン学科の必須科目が外国語のため）
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2 月 1日（木）試験実施の併願について
学部：文学部

【基本ルール】

入試種別 学部内の併願可否 備考

個別×個別 ×

個別×英語外部 〇 受験科目が同じであること

英語外部×英語外部 〇 受験科目が同じであること

（表の見方）

＜1学科のみ選択可＞ ＜複数学科選択可＞
科目 個別選抜型 英語外部試験利用型

必須 選択 学科 科目 学科 科目
日文 英・国 世 日文 国・世

英語・国語 世界史 英文 英・国 世 英文 国・世
史 英・国 世 史 国・世

★併願する学科を選ぶポイント
【例①　1つの学科を強く志望する場合】
例えば、日本文学科を強く志望する場合、個別選抜型、英語外部試験利用型それぞれで日本文学科を受
験すると、1日で2つの合否判定が得られます。

【例②　1日の試験で、より多くの合否判定を得たい場合】
例えば、個別選抜型（1学科のみ）で「日文」、
英語外部試験利用型（全て選択可）で「日文」「英文」「史」を受験できるため、最大4つの合否判定が得
られます。

①	選択科目を「世界史」と
した場合

②	個別選抜型の中からは、1学科のみ選択可能です。
「日文」「英文」「史」の中から1学科選択してください。

③	英語外部試験利用型
の中からは、複数学
科選択可能です。
最大で「日文」「英文」
「史」の 3 学科を選
択できます。
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【1】個別選抜型（+英語外部試験利用型）を受験する場合

＜1学科のみ選択可＞ ＜複数学科選択可＞

科目 個別選抜型 英語外部試験利用型

必須 選択 学科 科目 学科 科目

日文 英・国 世 日文 国・世

英語・国語 世界史 英文 英・国 世 英文 国・世

史 英・国 世 史 国・世

日文 英・国 日 日文 国・日

英語・国語 日本史 英文 英・国 日 英文 国・日

史 英・国 日 史 国・日

【2】英語外部試験利用型のみを受験する場合

＜複数学科選択可＞

科目 英語外部試験利用型

必須 選択 学科 科目

日文 国・世

国語 世界史 英文 国・世

史 国・世

日文 国・日

国語 日本史 英文 国・日

史 国・日
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2 月 2日（金）試験実施の併願について
学部：人間社会学部・国際文化学部

【基本ルール】

入試種別 併願先の学部 併願可否 備考

個別×個別
他学部 〇 受験科目が同じであること

同一学部 ×

個別×英語外部
他学部 〇 受験科目が同じであること

同一学部 〇 受験科目が同じであること

英語外部×英語外部
他学部 〇 受験科目が同じであること

同一学部 〇 受験科目が同じであること

（表の見方）

【例】

★併願する学科を選ぶポイント
【例①　1つの学科を強く志望する場合】
例えば、現代社会学科を強く志望する場合、個別選抜型、英語外部試験利用型それぞれで現代社会学科
を受験すると、1日で2つの合否判定が得られます。

【例②　1日の試験で、より多くの合否判定を得たい場合】
例えば、個別選抜型（各学部1学科ずつ）で「現社」と「国際」、
英語外部試験利用型（全て選択可）で「現社」「社福」「教育」「心理」「国際」を受験できるため、最大7つ	
の合否判定が得られます。

①	受験科目を「英語」「国語」
「世界史」とした場合

②	個別選抜型の中からは、各学部
1学科ずつ選択可能です。
人間社会学部は「現社」「社福」
「教育」「心理」の中から１つ、
国際文化学部は「国際文化」を
選択できます。

③	英語外部試験利用型の中からは、
各学部複数学科選択可能です。
人間社会学部は「現社」「社福」	
「教育」「心理」の中から最大4つ、
国際文化学部は「国際文化」を
選択できます。

＜各学部 1学科ずつ選択可＞ ＜各学部複数学科選択可＞
個別選抜型 英語外部試験利用型

科目 人間社会 国際文化 人間社会 国際文化
必須 選択 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目

英語・国語 世界史

現社 英・国 世

国際 英・国 世

現社 国・世

国際 国・世
社福 英・国 世 社福 国・世
教育 英・国 世 教育 国・世
心理 英・国 世 心理 国・世
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【1】個別選抜型（+英語外部試験利用型）を受験する場合

＜各学部 1学科ずつ選択可＞ ＜各学部複数学科選択可＞

個別選抜型 英語外部試験利用型

科目 人間社会 国際文化 人間社会 国際文化

必須 選択 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目

英語・国語 世界史

現社 英・国 世

国際 英・国 世

現社 国・世

国際 国・世
社福 英・国 世 社福 国・世

教育 英・国 世 教育 国・世

心理 英・国 世 心理 国・世

英語・国語 日本史

現社 英・国 日

国際 英・国 日

現社 国・日

国際 国・日
社福 英・国 日 社福 国・日

教育 英・国 日 教育 国・日

心理 英・国 日 心理 国・日

英語・国語 数学

現社 英・国 数

国際 英・国 数

現社 国・数

国際 国・数
社福 英・国 数 社福 国・数

教育 英・国 数 教育 国・数

心理 英・国 数 心理 国・数

【2】英語外部試験利用型のみを受験する場合

＜各学部複数学科選択可＞

英語外部試験利用型

科目 人間社会 国際文化

必須 選択 学科 科目 学科 科目

国語 世界史

現社 国・世

国際 国・世
社福 国・世

教育 国・世

心理 国・世

国語 日本史

現社 国・日

国際 国・日
社福 国・日

教育 国・日

心理 国・日

国語 数学

現社 国・数

国際 国・数
社福 国・数

教育 国・数

心理 国・数
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2 月 3日（土）試験実施の併願について
学部：家政学部・建築デザイン学部・理学部

【基本ルール】
入試種別 併願先の学部 併願可否 備考

個別 3教科×個別 3教科
他学部 〇 受験科目が同じであること
同一学部 ×

個別 2教科×個別 2教科
他学部 〇 選択科目が同じであること
同一学部 ×

個別 3教科×個別 2教科
他学部 〇 3教科入試の受験科目と 2教科入試の

選択科目が同じであること

同一学部 〇 3教科入試の受験科目と 2教科入試の
選択科目が同じであること

個別 3教科×英語外部
他学部 〇 受験科目が同じであること
同一学部 〇 受験科目が同じであること

個別 2教科×英語外部	※　
他学部 ×
同一学部 ×

英語外部×英語外部
他学部 〇 選択科目が同じであること
同一学部 〇 選択科目が同じであること

※個別 3教科×個別 2教科×英語外部の併願は可能。

数学の問題は学部によって異なります。家政学部と建築デザイン学部は共通問題のため「数学（家・建）」、
理学部は「数学（理）」と表記しています。

（表の見方）

★併願する学科を選ぶポイント
【例①　1つの学科を強く志望する場合】
例えば、児童学科を強く志望する場合、3教科入試、2教科入試、英語外部試験利用型それぞれで児童	
学科を受験すると、1日で３つの合否判定が得られます。

【例②　1日の試験で、より多くの合否判定を得たい場合】
例えば、3教科入試（各学部1学科ずつ）で「経済」と「建築」、2教科入試（各学部1学科ずつ）で「経済」
と「建築｣､ 英語外部試験利用型（全て選択可）で「児童」「被服」「経済」「建築」を受験できるため、	
最大8つの合否判定が得られます。

①	受験科目を「英語」
「国語」「数学（家・
建）」とした場合

②	3 教科入試の中からは、各学部1学科ずつ選択可能です。
家政学部は「児童」「被服」「経済」の中から１つ、
建築デザイン学部は「建築デザイン」、
理学部は選択科目が合わないため、併願不可です。

③	2 教科入試の中からも、各学部1学科ずつ選択可能です。
家政学部は「児童」「食専」「管理」「被服」「経済」の中から１つ選択可
です。「食専」「管理」は数学が選択科目として採用され、「児童」「被服」
「経済」は国語と数学のうち、高得点だったほうが自動的に採用されます。
建築デザイン学部は「建築デザイン」、
理学部は選択科目が合わないため、併願不可です。

④	英語外部試験利用型の中からは、各学部複数学科
選択可能です。
家政学部は「児童」「被服」「経済」の中から最大 3つ、
建築デザイン学部は「建築デザイン」、
理学部は選択科目が合わないため、併願不可です。

＜各学部1学科ずつ選択可＞ ＜各学部1学科ずつ選択可＞ ＜各学部複数学科選択可＞

3教科入試 2教科入試 英語外部試験利用型

科目 家政 建築 理 家政 建築 理 家政 建築 理

必須 選択 選択 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目

英語 国語
数学

(家･建)

児童 英 国･数

建築 英 国･数

数物 ― ―

児童 英 国or数

建築 英 国or数

数物 ― ―

児童 国･数

建築 国･数

数物 ―食専 ― ― 食専 英 数 食専 ―

管理 ― ― 管理 英 数 管理 ―

被服 英 国･数
化生 ― ―

被服 英 国or数
化生 ― ―

被服 国･数
化生 ―

経済 英 国･数 経済 英 国or数 経済 国･数
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【1】個別選抜型 3教科入試（+個別選抜型 2教科入試・英語外部試験利用型）を受験する場合

＜各学部1学科ずつ選択可＞ ＜各学部1学科ずつ選択可＞ ＜各学部複数学科選択可＞
3教科入試 2教科入試 英語外部試験利用型

科目 家政 建築 理 家政 建築 理 家政 建築 理
必須 選択 選択 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目

英語 国語
数学

(家･建)

児童 英 国･数

建築 英 国･数
数物 ― ―

児童 英 国or数

建築 英 国or数
数物 ― ―

児童 国･数

建築 国･数
数物 ―食専 ― ― 食専 英 数 食専 ―

管理 ― ― 管理 英 数 管理 ―
被服 英 国･数

化生 ― ―
被服 英 国or数

化生 ― ―
被服 国･数

化生 ―
経済 英 国･数 経済 英 国or数 経済 国･数

英語 国語 物理

児童 英 国･物

建築 英 国･物
数物 ― ―

児童 英 国

建築 英 国or物
数物 ― ―

児童 ―

建築 国･物
数物 ―食専 ― ― 食専 ― ― 食専 ―

管理 ― ― 管理 ― ― 管理 ―
被服 英 国･物

化生 ― ―
被服 英 国or物

化生 ― ―
被服 国･物

化生 ―
経済 ― ― 経済 英 国 経済 ―

英語 国語 化学

児童 英 国･化

建築 ― ―
数物 ― ―

児童 英 国

建築 英 国
数物 ― ―

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ― ― 食専 英 化 食専 ―

管理 ― ― 管理 英 化 管理 ―
被服 英 国･化

化生 ― ―
被服 英 国or化

化生 英 化
被服 国･化

化生 ―
経済 ― ― 経済 英 国 経済 ―

英語 国語 生物

児童 英 国･生

建築 ― ―
数物 ― ―

児童 英 国

建築 英 国
数物 ― ―

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ― ― 食専 英 生 食専 ―

管理 ― ― 管理 英 生 管理 ―
被服 英 国･生

化生 ― ―
被服 英 国or生

化生 英 生
被服 国･生

化生 ―
経済 ― ― 経済 英 国 経済 ―

英語
数学

(家･建)
物理

児童 ― ―

建築 英 数･物
数物 ― ―

児童 英 数

建築 英 数or物
数物 ― ―

児童 ―

建築 数･物
数物 ―食専 ― ― 食専 英 数 食専 ―

管理 ― ― 管理 英 数 管理 ―
被服 英 数･物

化生 ― ―
被服 英 数or物

化生 ― ―
被服 数･物

化生 ―
経済 ― ― 経済 英 数 経済 ―

英語
数学

(家･建)
化学

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 ― ―

児童 英 数

建築 英 数
数物 ― ―

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 英 数･化 食専 英 数or化 食専 数･化

管理 英 数･化 管理 英 数or化 管理 数･化
被服 英 数･化

化生 ― ―
被服 英 数or化

化生 英 化
被服 数･化

化生 ―
経済 ― ― 経済 英 数 経済 ―

英語
数学

(家･建)
生物

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 ― ―

児童 英 数

建築 英 数
数物 ― ―

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 英 数･生 食専 英 数or生 食専 数･生

管理 英 数･生 管理 英 数or生 管理 数･生
被服 英 数･生

化生 ― ―
被服 英 数or生

化生 英 生
被服 数･生

化生 ―
経済 ― ― 経済 英 数 経済 ―

英語 物理 化学

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 ― ―

児童 ― ―

建築 英 物
数物 ― ―

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ― ― 食専 英 化 食専 ―

管理 ― ― 管理 英 化 管理 ―
被服 英 物･化

化生 ― ―
被服 英 物or化

化生 英 化
被服 物･化

化生 ―
経済 ― ― 経済 ― ― 経済 ―

英語 物理 生物

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 ― ―

児童 ― ―

建築 英 物
数物 ― ―

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ― ― 食専 英 生 食専 ―

管理 ― ― 管理 英 生 管理 ―
被服 英 物･生

化生 ― ―
被服 英 物or生

化生 英 生
被服 物･生

化生 ―
経済 ― ― 経済 ― ― 経済 ―

英語 化学 生物

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 ― ―

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 ― ―

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 英 化･生 食専 英 化or生 食専 化･生

管理 英 化･生 管理 英 化or生 管理 化･生
被服 英 化･生

化生 英 化･生
被服 英 化or生

化生 英 化or生
被服 化･生

化生 化･生
経済 ― ― 経済 ― ― 経済 ―

科目 家政 建築 理 家政 建築 理 家政 建築 理
必須･選択 選択 必須･選択 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目

英語 生物
数学

（理）

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 ― ―

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 数 英

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ― ― 食専 英 生 食専 ―

管理 ― ― 管理 英 生 管理 ―
被服 ― ―

化生 英 数･生
被服 英 生

化生 英 数or生
被服 ―

化生 数･生
経済 ― ― 経済 ― ― 経済 ―

科目 家政 建築 理 家政 建築 理 家政 建築 理
必須 必須 選択 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目

数学

（理）
英語 物理

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 数･英 物

児童 ― ―

建築 英 物
数物 数 英or物

児童 ―

建築 ―
数物 数･物食専 ― ― 食専 ― ― 食専 ―

管理 ― ― 管理 ― ― 管理 ―
被服 ― ―

化生 ― ―
被服 英 物

化生 英 数
被服 ―

化生 ―
経済 ― ― 経済 ― ― 経済 ―

科目 家政 建築 理 家政 建築 理 家政 建築 理
必須･選択 必須 選択 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目 学科 科目

数学

（理）
英語 化学

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 数･英 化

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 数 英or化

児童 ―

建築 ―
数物 数･化食専 ― ― 食専 英 化 食専 ―

管理 ― ― 管理 英 化 管理 ―
被服 ― ―

化生 英 数･化
被服 英 化

化生 英 数or化
被服 ―

化生 数･化
経済 ― ― 経済 ― ― 経済 ―
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【2】個別選抜型 2教科入試のみを受験する場合

＜各学部1学科ずつ選択可＞
2教科入試

科目 家政 建築 理
学科 科目 学科 科目 学科 科目

英語 国語

児童 英 国

建築 英 国
数物 ― ―食専 ― ―

管理 ― ―
被服 英 国 化生 ― ―経済 英 国

英語 数学
（家･建）

児童 英 数

建築 英 数
数物 ― ―食専 英 数

管理 英 数
被服 英 数 化生 ― ―経済 英 数

英語 物理

児童 ― ―

建築 英 物
数物 ― ―食専 ― ―

管理 ― ―
被服 英 物 化生 ― ―経済 ― ―

英語 化学

児童 ― ―

建築 ― ー
数物 ― ―食専 英 化

管理 英 化
被服 英 化 化生 英 化経済 ― ―

英語 生物

児童 ― ―

建築 ― ー
数物 ― ―食専 英 生

管理 英 生
被服 英 生 化生 英 生経済 ― ―

数学
（理） 物理

児童 ― ―

建築 ― ー
数物 数 物食専 ― ―

管理 ― ―
被服 ― ― 化生 ― ―経済 ― ―

数学
（理） 化学

児童 ― ―

建築 ― ー
数物 数 化食専 ― ―

管理 ― ―
被服 ― ― 化生 ― ―経済 ― ―

数学
（理） 英語

児童 ― ―

建築 ― ー
数物 数 英食専 ― ―

管理 ― ―
被服 ― ― 化生 英 数経済 ― ―

※以下の併願は、2教科入試同士の併願ですが、学部によって必須科目が異なるため、3科目の受験が必要です。

＜各学部1学科ずつ選択可＞
科目 家政 建築 理

必須	(家) 必須	(理) 選択 学科 科目 学科 科目 学科 科目

英語 数学
（理） 化学

児童 ― ―

建築 ― ―
数物 数 化食専 英 化

管理 英 化
被服 英 化 化生 ― ―経済 ― ―

英語 数学
（理） 物理

児童 ― ―

建築 英 物
数物 数 物食専 ― ―

管理 ― ―
被服 英 物 化生 ― ―経済 ― ―
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【3】英語外部試験利用型のみを受験する場合

＜各学部複数学科選択可＞
英語外部試験利用型

科目 家政 建築 理
学科 科目 学科 科目 学科 科目

国語 数学
（家･建）

児童 国・数

建築 国・数
数物 ―食専 ―

管理 ―
被服 国・数 化生 ―経済 国・数

国語 物理

児童 ―

建築 国・物
数物 ―食専 ―

管理 ―
被服 国・物 化生 ―経済 ―

国語 化学

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ―

管理 ―
被服 国・化 化生 ―経済 ―

国語 生物

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ―

管理 ―
被服 国・生 化生 ―経済 ―

数学
（家･建） 物理

児童 ―

建築 数・物
数物 ―食専 ―

管理 ―
被服 数・物 化生 ―経済 ―

数学
（家･建） 化学

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 数・化

管理 数・化
被服 数・化 化生 ―経済 ―

数学
（家･建） 生物

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 数・生

管理 数・生
被服 数・生 化生 ―経済 ―

物理 化学

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ―

管理 ―
被服 物・化 化生 ―経済 ―

物理 生物

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ―

管理 ―
被服 物・生 化生 ―経済 ―

化学 生物

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 化・生

管理 化・生
被服 化・生 化生 化・生経済 ―

数学
（理） 物理

児童 ―

建築 ―
数物 数・物食専 ―

管理 ―
被服 ― 化生 ―経済 ―

数学
（理） 化学

児童 ―

建築 ―
数物 数・化食専 ―

管理 ―
被服 ― 化生 数・化経済 ―

数学
（理） 生物

児童 ―

建築 ―
数物 ―食専 ―

管理 ―
被服 ― 化生 数・生経済 ―
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２．第二志望学科選択（一般選抜（個別選抜型）2教科入試	家政学部志願者のみ対象）
一般選抜（個別選抜型）2 教科入試の家政学部のみ、第二志望学科選択の制度があります。

対 象 者： 一般選抜（個別選抜型）2 教科入試の家政学部志願者で、第二志望の希望がある方。
 （第二志望の学科（専攻）が無い場合は、選択不要です。）
検 定 料： 第一志望のみの場合、第一志望・第二志望両方を選択する場合、どちらも検定料は同じです。第二志望を選

んでも、検定料は増額になりません。
合否判定： 本制度は併願ではなく、あくまで第二志望選択の制度となるため、第一志望（専攻）の志望者を優先して合

格者及び補欠者を決定します。したがって、最も入学を希望する学科（専攻）を第一志望学科（専攻）とし
てください。

第二志望として選べる学科（専攻）：以下の表のとおり。

学部 第一志望学科（専攻） 選択科目 第二志望として選べる学科（専攻）

家政学部

児童学科
数学 食物（食物学専攻）、食物（管理栄養士専攻）、被服、家政経済

国語 被服、家政経済

食物学科

食物学専攻
数学 児童、食物（管理栄養士専攻）、被服、家政経済

化学
食物（管理栄養士専攻）、被服

生物

管理栄養士専攻
数学 児童、食物（食物学専攻）、被服、家政経済

化学
食物（食物学専攻）、被服

生物

被服学科

数学 児童、食物（食物学専攻）、食物（管理栄養士専攻）、家政経済

国語 児童、家政経済

化学
食物（食物学専攻）、食物（管理栄養士専攻）

生物

物理 ―

家政経済学科
数学 児童、食物（食物学専攻）、食物（管理栄養士専攻）、被服

国語 児童、被服
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6．出願までの流れ

6-1．出願準備をする

　出願手続を行う前に、出願に必要な書類の準備と、Web出願に必要な環境を整えてください。

（1）出願に必要な書類を準備する
　出願に必要な書類は以下のとおりです。
　1回の出願手続において複数の入学試験制度・学部を併願して出願する場合、同封する書類・写真は 1通のみで構いま
せん。なお、追加で出願する場合の手続については、43ページを参照してください。

一般選抜（個別選抜型）・一般選抜（英語外部試験利用型）・一般選抜（大学入学共通テスト利用型）共通

出願資格を証明する書類　1 通 ・調査書等。詳細は、7 ページを参照してください。

写真 1 枚 ・入学後、学生証用写真として使用するため 制服着用不可 。
・最近 3 か月以内撮影の証明用写真（上半身正面向・無帽・無背景）の裏に氏名・出

願番号を記入（出願番号は 39 ページ（7）出願登録完了（宛名ラベルの印刷）で確認
できます）。

・縦 4cm ×横 3cm 枠なし・カラー・光沢艶あり（白黒でも可ですが、カラー推奨）。
・デジタルカメラで個人撮影したもの・特殊加工・修正したものはすべて不可。

一般選抜（英語外部試験利用型）志願者のみ

英語外部試験の証明書 英語外部試験の基準、証明書の種類、有効期限については、8 ページを必ず参照して
ください。

一般選抜（大学入学共通テスト利用型）志願者のみ

大学入学共通テスト成績請求票
（私立大学・公私立短期大学用）
1 枚

大学入試センターから交付された「令和 6 年度大学入学共通テスト成績請求票（私立
大学・公私立短期大学用）」を 1 枚用意（台紙等への貼付は不要です）。

　市販の角形 2 号（角 2）封筒を用意のうえ、上記の表に記載されている書類を同封してください。郵送方法の詳細につい
ては、40 ページの「6-3. 出願書類を郵送する」を参照してください。

（2）Web出願に必要な環境を準備する
① インターネットに接続されたパソコン・スマートフォン・タブレットの準備
　学校や図書館など、自宅外のパソコンからも出願できます。
　◆推奨ブラウザとバージョンについて

　〔Windows〕
　Microsoft Edge 最新バージョン ／ Chrome 最新バージョン ／ Firefox 最新バージョン

　〔MacOS〕
　Safari 9.0 以上

② プリンターの準備
　Web出願サイトの出願登録完了画面に表示される必要情報、及び出願用の宛名ラベルを印刷するために必要です。印
刷できない場合は、必要書類を郵送する封筒に宛名ラベルの内容を転記してください。

③ 利用可能なメールアドレスの準備
　登録した場合、大学から出願情報の登録完了及び検定料の支払完了のメールを配信します。日常的に確認できるメー
ルアドレスを登録してください（携帯電話等のアドレスも可）。
　ドメイン指定受信をしている場合は、＠ucaro.jp からのメールを受信できるように設定してください。

④ 検定料納入方法の確認
　クレジットカード、コンビニエンスストア、金融機関 ATM【Pay-easy】、ネットバンキングでの納入方法があります。
どの納入方法も対象金融機関や金額等に制限や注意事項があります。確認して納入方法を決定してください。
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（3）受験生ポータルサイト「UCARO（ウカロ）」へ会員登録する
　出願にはUCARO（受験ポータルサイト）	への会員登録（無料）が必須です。出願状況の確認、受験番号の照会、受
験票の出力、合否照会は、全て UCARO で行います。

・ 「noreply@ucaro.net」からのメールが受信できるようにあらかじめ設定してください。
・ UCARO への会員登録は Web出願登録期間より前に行うことができます。早めに会員登録することをお勧めします。
・ 会員登録と合わせて、アカウント情報（氏名・住所等）を登録しておくと本学の Web出願登録時に個人情報入力の 

手間を省くことができます。Web 出願登録完了かつ入金完了後、氏名・住所・電話番号を変更する場合は、必ず 
入試課（n-nyushi@atlas.jwu.ac.jp）まで連絡してください。

 UCAROへの会員登録 

①メールアドレスを
　登録します。 

②本登録用のURLが
　記載されたメール
　が配信されます。 

③メールに記載され
　たURLからパスワ
　ード・ニックネー
　ムを登録します。 

④出願を希望する大
　学を選択し（少なく
　とも1つ）、会員登
　録は完了です。 

UCAROへの会員登録 

④	学校一覧から日本女子
大学を選択し、会員登
録は完了です。

③	メールに記載された
URL から必要事項を
登録します。

②	本登録用のURLが記載
されたメールが配信され
ます。

①	メールアドレスを登録し
ます。

　https://www.ucaro.net/ にスマートフォン又はパソコンからアクセスし、会員登録のページから以下の手順
で会員登録を行ってください。会員登録にはメールアドレスが必要です。

※この画面はイメージであり、実際に表示される画面と若⼲異なる場合があります。

　○	Web出願サイトの操作方法・検定料支払方法に関する問い合わせ
　インターネット（Web）出願ヘルプデスク
　電話：03 − 5952 − 3902
　対応期間：各入試種別の出願期間に準じます。
　対応時間：10：00 ～ 18：00
　○	出願手続（出願内容の確認等）、その他入試に関する問い合わせ

　日本女子大学　入試課
　電話：03 − 5981 − 3786
　対応時間：平日　9：00 ～ 17：00　／　土曜　9：00 ～ 12：00
　日本女子大学入試課の開室日時に準じます。
　詳細は日本女子大学ホームページでご確認ください。
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6-2．Web出願サイトで必要事項を登録する

　出願期間内に UCARO にログインし、学校一覧の「出願する」から本学の Web出願サイトにアクセスしてください。
　最初にWeb出願サイトトップページの「出願の流れ」を必ずよく読んだ上で操作を開始してください。

（1）志望情報入力
　画面の指示に従って、出願学部・学科等を選択してください。
　複数の入学試験制度・学部を併願する場合でも、一度に登録できます。
　なお、試験教科（科目）については、以下のページを参照してください。

入試種別 ページ数
一般選抜（個別選抜型） 11 ～ 13 ページ
一般選抜（英語外部試験利用型） 14 ～ 16 ページ
一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期） 17 ～ 20 ページ
一般選抜（大学入学共通テスト利用型　後期） 21 ～ 24 ページ

（2）個人情報・アンケート入力
　画面の指示に従って、個人情報及び アンケート（任意）を入力してください。

　本学で氏名に使用できる漢字は JIS 第 1・2 水準に限られます。住民票氏名の漢字を JIS 第 1・2 水準に置き換えて入力
してください。

　（例）
𥔎→崎、髙→高、𠮷→吉、濵→浜、桒→桑、德→徳、祐→祐、⻆→角、𡈽→土、緖→緒、栁→柳、賴→頼、𣘺→橋、
𩵋占→鮎

（3）主体性評価の入力

今までに学校の内外で、主体性・多様性・協働性を意識して取り組んだことを取り上げ、その内容とそれをとおして
学んだことについて具体的に書いてください。

注意点：
・ 文字数は 100 字から 200 字程度を目安にしてください（500 字まで入力可）。
・ 箇条書きでの入力も可とします。
・ 一度の出願で複数学科に出願する場合、一度の入力で全ての出願学科に適用します。
・ 提出していただいた内容については得点化せず、入学後の皆様の有益な学修に資するよう、有効に活用します。

（4）出願内容確認
　志望情報や個人情報の内容を確認してください。内容に誤りがある場合は修正してください。

（5）必要書類の確認
　画面に表示された必要書類について確認してください。

（6）出願登録完了（決済情報入力）
　「決済方法を選択」を押し、画面の指示に従って、検定料の納入方法を選択してください。
　納入方法として、コンビニエンスストア、金融機関ATM【Pay-easy】、ネットバンキング、クレジットカードのいずれ

かが選択できます。
・検定料の納入方法詳細については、41 ページを参照してください。
・検定料納入後は、登録内容の変更ができませんので注意してください。
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（7）出願登録完了（宛名ラベルの印刷）
　出願情報の登録結果が確認できます。
　この画面から宛名ラベルを印刷（白黒可）してください。
　引き続き、画面に掲載されている『郵送書類』の項目を確認して、検定料を支払い、必要書類を郵送してください。出

願情報を登録しただけでは、出願手続きが完了したものとして扱いません。

≪宛名ラベル出力方法≫
UCARO にログイン後「学校一覧」より日本女子大学を選択し、Web出願サイトにログインしてください。トップペー

ジの「出願一覧」にて出願内容の右側にある内容確認ボタンをクリックし、郵送書類の下にある「宛名ラベルを印刷する」
から印刷してください。

　　　　　　 　※この画面はイメージであり、実際に表示される画面と若⼲異なる場合があります。
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6-3．出願書類を郵送する

（1）出願に必要な書類の確認

　「6-1．出願準備をする（1）出願に必要な書類を準備する」（36 ページ）を参照の上、出願に必要な書類を確認してくださ
い。書類に不備があるものは受け付けることができませんので、注意してください。

（2）郵送の準備
　印刷した宛名ラベルを角形 2 号（角 2）封筒に貼り、必要書類を封入してください。

（3）郵送
　・出願期間内（消印有効）に郵便局窓口から簡易書留速達で郵送してください。出願期間外に郵送したものは受理でき

ませんので、十分に注意してください。
　・本学入試課への持参等は一切受付できません。
　・出願書類に不備等があった場合、受付センターから確認の連絡をすることがあります。
　・いったん受理した出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。
　・出願書類に虚偽の記載があった場合、受験及び入学資格を失います。

	郵送先
　　　　〒 270-1399　日本郵便株式会社　印西郵便局留　日本女子大学　願書受付センター

	出願期間

入試種別 Web登録期間 書類郵送期限
一般選抜（個別選抜型）
一般選抜（英語外部試験利用型）

2024年1月4日（木）～ 1月16日（火）23：59 1月16日（火）（消印有効）

一般選抜
　（大学入学共通テスト利用型　前期） 2024年1月4日（木）～ 1月16日（火）23：59 1月16日（火）（消印有効）

一般選抜
　（大学入学共通テスト利用型　後期） 2024年2月9日（金）～ 2月26日（月）23：59 2月26日（月）（消印有効）
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6-4．検定料を支払う

　検定料を支払う前に、出願書類の郵送を行っても構いません。

（1）検定料の納入方法
　次の①～④のいずれかの方法で納入してください。なお、いったん支払われた検定料は「（4）検定料返金について」に
記載の事由以外では返金いたしません。
　出願登録完了画面の「決済方法を選択する」を押し、画面の指示に従って操作をしてください。
　※  検定料納入後は登録内容の変更ができませんので、注意してください。追加で出願する場合は、「6-7. 追加の出願に
ついて」を参照してください（43ページ参照）。

① ネットバンキング
出願登録完了画面の「決済方法を選択する」から決済方法選択画面へ進み「コンビニ、金融機関 ATM【Pay-easy】、ネッ
トバンキングのいずれかで支払う」を選択し、「決済サイトに進む」から画面の指示に従ってお支払いください。

② クレジットカード
お支払いされるカードの名義人は、受験生本人でなくても構いません。
出願登録完了画面の「決済方法を選択する」から決済方法選択画面へ進み「クレジットカードで支払う」を選択し、「決
済サイトに進む」から画面の指示に従ってお支払いください。

③ コンビニエンスストア現金支払
コンビニエンスストアでは、1 回につき総額 30 万円を超える支払いはできません。総額が 30 万円を超える場合は、
複数回に分けて出願していただくか、④のキャッシュカード支払または①、②の方法でお支払いください。
コンビニエンスストア設置の ATM はご利用いただけません。コンビニエンスストアでは、現金でお支払いください。

④ 金融機関 ATM【Pay-easy】現金支払又はキャッシュカード支払
現金支払の場合は、検定料の総額が 10 万円未満の場合のみ利用可能です。10 万円を超える場合は、キャッシュカー
ド支払又は①、②、③をご利用ください。

（2）検定料について
検定料は次のとおりです。
検定料の他に、1 回の出願ごとに支払い手数料 1,200 円（検定料合計額に関わらず一律）が必要です。

入試種別 検定料 備考

一般選抜（個別選抜型） 1 学科につき 35,000 円 併願割引あり。
複数学科受験の場合、2 学科目以降は 1 学科につき 15,000 円。

一般選抜
（英語外部試験利用型） 1 学科につき 35,000 円

併願割引あり。
①英語外部試験利用型と個別選抜型を同時に出願する場合の

英語外部試験利用型の検定料
　→ 1 学科につき 10,000 円
②英語外部試験利用型で 2 学科以上を同時に出願する場合の

2 学科目以降の検定料
　→ 1 学科につき 10,000 円

一般選抜
（大学入学共通テスト利用型） 1 学科につき 15,000 円 前期・後期とも同額。

複数学科出願の場合も 1 学科につき 15,000 円
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（3）併願割引の例

出願例 検定料

①個別選抜型 3 教科入試　文学部 A 学科
②個別選抜型 3 教科入試　人間社会学部 B 学科
③個別選抜型 3 教科入試　家政学部 C 学科
に出願の場合

A 学科　35,000 円
 B 学科　15,000 円（併願割引適用）
 C 学科　15,000 円（併願割引適用）
合計 65,000 円

①個別選抜型 3 教科入試　家政学部 A 学科
②個別選抜型 2 教科入試　家政学部 A 学科
に出願の場合

A 学科（3 教科入試）　35,000 円
A 学科（2 教科入試）　15,000 円（併願割引適用）
合計 50,000 円

①個別選抜型 3 教科入試　理学部 A 学科
②個別選抜型 2 教科入試　理学部 A 学科
③英語外部試験利用型　理学部 A 学科
に出願の場合

A 学科（3 教科入試）　35,000 円
A 学科（2 教科入試）　15,000 円（併願割引適用）
A 学科（英語外部）　  10,000 円（併願割引適用）
合計 60,000 円

①個別選抜型 3 教科入試　家政学部 A 学科
②英語外部試験利用型　B 学科・C 学科・D 学科
に出願の場合

A 学科　35,000 円
 B 学科・C 学科・D 学科　10,000 円× 3 学科（併願割引適用）
合計 65,000 円

英語外部試験利用型　A 学科・B 学科・C 学科・D 学科
に出願の場合

A 学科　35,000 円
 B 学科・C 学科・D 学科　10,000 円× 3 学科（併願割引適用）
合計 65,000 円

（4）検定料返金について
　いったん納入された検定料は、返金できません。ただし、以下① i）～ iii）の事由に該当し、②返金の手続方法に記載
の申請が受理された場合は返金します（1 出願あたりの手数料 1,200 円は返金対象外）。
① 検定料の返金事由
　i ）検定料を納入したが、出願書類を提出しなかった。
　ii ）検定料を納入し出願書類を提出したが、出願が受理されなかった。
　iii）誤って別 UCARO アカウントから、同一入試区分・同一学科に重複して出願した。

② 返金の手続方法
　返金を希望する場合は、出願締切日から 3 日以内に本学入試課（n-nyushi@atlas.jwu.ac.jp）へ次の内容を連絡してください。
　i ）出願を取りやめる旨の説明  ii ）出願者氏名  iii ）住所  iv ）電話番号  v ）出願番号
　内容を確認後、返金に関する申請書類をメールにて送付しますので、本学入試課へ簡易書留で郵送してください。なお、
処理の都合上、返金には 1 ヶ月程度の日数を要します。返金はご指定口座への振込をもって完了といたします（別途、連
絡は行いません）。ただし、書類不備、請求忘れ等、申請書類に記載の期日までに上記の手続を完了していない場合、請
求に応じられませんので注意してください。

6-5．出願完了

　出願手続は、出願期間内に以下の全てを行うことにより完了します。
　（1）Web出願登録
　（2）検定料（手数料含む）の支払い
　（3）出願書類の郵送

Web出願サイトでの登録は 24 時間可能ですが、検定料納入は出願締切日まで（営業時間は利用する金融機関・施
設によって異なります）、出願書類の郵送は簡易書留・速達郵便で出願締切日の消印有効です。
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6-6．Web出願登録内容の確認・変更について

（1）登録内容の確認
　① UCARO にログインし、学校一覧の「出願する」から本学の Web出願サイトにアクセスし、②トップページの「出願
一覧」にて確認したい出願内容の右にある内容確認用ボタンを押してください。内容確認ボタンは入金状態により以下の
ように変わります。
　i ）入金が完了している場合「確認ボタン」
　ii ）入金が完了していない場合「確認・変更・決済ボタン」
　出願登録完了画面が開きますので、志望情報及び個人情報入力の右上にある「+」をクリックして登録内容を確認して
ください。

（2）登録内容の変更
　検定料納入前に限り、志望情報・個人情報の登録内容の変更及び追加が可能です。検定料納入後は、登録内容の変更は
できませんので注意してください。
　変更する場合は、① Web出願サイトにログインし、②トップページの「出願一覧」にて確認したい出願内容の右にある
「確認・変更・決済ボタン」を押してください。出願登録完了画面が開きますので、志望情報及び個人情報入力にある「変
更」をクリックしてください。

6-7．追加の出願について

志望情報・個人情報の登録と検定料の納入を終えた後に、追加で他の出願をすることも可能です（検定料納入前は、「6-6．
Web出願登録内容の確認・変更について　（２）登録内容の変更」をご確認ください）。Web出願サイトトップ画面の「出
願情報」にある希望する入試種別の「出願する」を押すと、志望情報入力画面が開きますので、そのまま登録してください。

・ 追加で出願をした場合、出願番号が別途付与されます。出願番号は登録内容の確認等に必要です。
・ 追加で出願をした場合、必要書類の再提出は不要です。ただし、一般選抜（個別選抜型）又は一般選抜（英語外部試

験利用型）に出願後、一般選抜（大学入学共通テスト利用型）に追加で出願した場合は、大学入学共通テスト成績請
求票の郵送が必要になります。また、一般選抜（個別選抜型）又は一般選抜（大学入学共通テスト利用型）に出願後、
一般選抜（英語外部試験利用型）に追加で出願した場合は、英語外部試験の証明書（8 ページ参照）の郵送が必要に
なります。これらの追送をする場合は、追加で出願した際に作成される宛名ラベルを使用してください。

・ 一般選抜（個別選抜型）・一般選抜（英語外部試験利用型）・一般選抜（大学入学共通テスト利用型 前期）に出願さ
れた方が、一般選抜（大学入学共通テスト利用型 後期）に出願される場合も、追加で出願が可能です。

6-8．Web出願登録における注意事項

登録データの有効期限について
　登録されたデータは検定料の納入期限内は保持されますが、納入されないまま期限が過ぎると無効になります。

・ 別 UCARO アカウントにて出願の登録を行った場合は、併願割引は適用されません。また、必要な書類を全て郵
送する必要があります。

・ 同一学部の一般選抜（個別選抜型）及び一般選抜（英語外部試験利用型）について、別UCAROアカウントにて
出願の登録を行った場合、各登録ごとに出願が成立し併願が適用されません。それぞれ受験票が複数枚発行され
ますが、実際はいずれか一つの試験しか受験できないため、他は欠席扱いとなります。

注意
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7．受験票

（1）一般選抜（個別選抜型）・一般選抜（英語外部試験利用型）
試験当日はUCAROから印刷した受験票を持参してください。スマートフォン等でのUCARO	の画面提示での受験は
できません。

入試種別 受験票印刷可能期間

一般選抜（個別選抜型）

2024 年 1 月 24 日（水）～一般選抜（英語外部試験利用型）

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期）

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　後期） 2024 年 3 月  1 日（金）～

※  同一試験日で併願する場合、全ての受験番号で同じ受験票 PDF が作成されます。試験当日はこのうちの 1 枚を持
参してください。

※  試験日当日に受験票をなくした等の場合は、試験会場の係員に申し出てください。再発行します。なお、発行に
は約 15 分を要します。

① 受験票の取得方法
UCARO にログインをし、メニューにある受験一覧で受験票の印刷を希望する試験を選択
してください。「受験票・受験番号照会」の画面に進むと「受験票を印刷する」のボタンが
画面上にありますので、クリックし、画面の案内に従って受験票を印刷してください。
※  受験票は必ず A4 サイズのコピー用紙で印刷してください。カラー・白黒は問いません。

不正行為の疑いを持たれぬよう、裏面には一切の書き込みを禁止します。
※  受験票が出力できない等の場合は、Web出願ヘルプデスク（03-5952-3902）に連絡してく

ださい。
② 受験票記載内容の確認

受験票を印刷し、記載内容について確認してください。受験者氏名（フリガナ・漢字）・
住所・生年月日・志望学科・選択科目等が Web出願サイトで登録した内容と異なっている
場合には、入試課（n-nyushi@atlas.jwu.ac.jp）まで連絡してください。
なお、第二志望学科（35 ページ参照）は受験票には表示されません。

（2）一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期・後期）
期間内に、必ず UCARO にて受験票・受験番号照会をし、記載内容について確認してください。受験者氏名（フリガナ・
漢字）・住所・生年月日・志望学科等が Web出願サイトで登録した内容と異なっている場合には、入試課（n-nyushi@
atlas.jwu.ac.jp）まで連絡してください。
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　※この画面はイメージであり、実際に表示される画面と若⼲異なる場合があります。

  

 ①UCAROにログイン後、「受験一覧」をクリック
　します。再度パスワードを求められた場合はパス
　ワードを入力します。 

クリック 

③「受験票・受験番号照会」ボタンをクリックします。 

クリック

②照会する受験番号のプルタブボタンを押して「受
　験票・受験番号照会」ボタンを表示させます。

クリック

④受験番号の下に「受験票出力」のボタンが表示されます。
　こちらをクリックしPDFを出力、印刷してください。

クリック

印刷

 

 

受験票・受験番号照会
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8．一般選抜（個別選抜型）・一般選抜（英語外部試験利用型）に関する留意事項

8-1．試験当日の注意

（1）試験会場について
①試験会場は目白キャンパスです。

2 月 1 日（木）～ 3 日（土）は、当日の受験生以外の方は入構できません。
②アクセス： ＪＲ目白駅から徒歩約 15 分、東京メトロ副都心線雑司が谷駅 3 番出口より徒歩約 8 分、東京メトロ有楽

町線護国寺駅 4 番出口より徒歩約 10 分、都電荒川線鬼子母神前停留場より徒歩約 10 分です。
③交通手段： 自動車やバイク、自転車での来学はお断りします。キャンパス近辺での駐車・駐輪もできません。目白駅

から路線バスが運行していますが、道路事情等によって遅れたり、時間帯によっては満員で乗り切れない
こともありますので、なるべく徒歩での来校をお勧めします。

（2）試験会場への入退場について
　試験当日は交通機関の混雑が予想されます。試験会場には早めに到着するよう心掛けてください。

①試験会場への入場は午前 8 時より可能です。試験時間割は 10 ページをご確認ください。
②受験票は試験会場校舎入口で提示してください。忘れたり、紛失した場合は、試験開始前に正門警備員室に申し出て

再交付を受けてください。
③遅刻の場合、試験開始後 30 分までは入構可能です。ただし、首都圏主要交通機関に大幅な遅れが生じた時には、

この限りではありません。当日の急な天候悪化、交通機関の遅延などを理由とした試験の繰り下げは大学のホームペー
ジで確認してください。（https://www.jwu.ac.jp/unv/）

④試験終了までは、学外に出られません。
⑤志望する学部（学科）の試験教科のうち、1 教科でも受験しなかった場合は、受験放棄とみなします。

（3）持ち物について
□受験票
□ＨＢの鉛筆又はシャープペンシル
□プラスチック製の消しゴム
□時計：時刻表示機能だけのものを使用すること。携帯電話・スマートフォン・ウェアラブル端末などの時計としての

使用不可。予めアラームを解除し電源を切ること。試験中にそれらの機器を使用した場合、不正行為とみなし
ます。また、万が一、解答時間中に鞄の中の機器が音を発した場合、受験者本人に鳴動を止めるよう指示しま
すが、停止に時間を要する場合は静穏な試験環境確保を最優先させるため、その機器が入っている鞄などを試
験監督者が教室外へ持ち出す場合があります。

□昼食：受験生は試験が終了するまで外に出ることができませんので、昼食、飲み物は必ず持参し、自席で食事してく
ださい。また、付添の方が持参した物品（弁当含む）を受験生に届けることはお断りしています。

（4）試験時間中（中間時間含む）の注意
①試験場内においては、試験監督者、係員の指示に従ってください。
②次のことをすると不正行為となります。指示等に従わず、不正行為と認定された場合は、その場で受験の中止と退室

を命じ、それ以降の受験及び入学資格を失います。
・  カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案を見ること・他の人から答えを教わる・カンニング

の手助けをするなど）をすること。
・試験時間中に、問題冊子や解答用紙を試験室から持ち出すこと。
・ 試験時間中に、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、電子辞書、IC レコーダー等の電子機器類を使用す

ること。
・試験時間中に、定規、コンパス、電卓等の補助具を身に付けていたり使用すること。
・試験場において試験監督者等の指示に従わないこと。
・試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
・その他、試験場の公平性を損なうおそれのある行為をすること。

https://www.jwu.ac.jp/unv/
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③  換気で窓を開ける可能性があるため、防寒用の上着を持参してください。なお、英文字や地図等がプリントされてい
る服等は着用しないでください。着用している場合には、本部の指示に従って対応してもらうことがあります。

（5）解答方法について
　一般選抜（個別選抜型）、一般選抜（英語外部試験利用型）では、全科目で例年と同様に「思考力・判断力・表現力」を
評価するため、記述式問題を出題します。なお、一部科目ではマーク式による解答方法も併用しています。

（6）付添の方へ
　付添の方のための控室はございません。なお、試験終了後、受験生との待ち合わせ場所は、泉プロムナード（55 ペー
ジ参照）とします。付添の方は、試験開始から終了まで構内には入れませんが、終了時刻のおよそ 10 分前からは泉プロ
ムナードまで入ることができます。

（7）学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症による注意事項
　入学試験当日、学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症に罹患し治癒していない者は、他の受験者や監
督者等への感染の恐れがありますので、原則として受験をご遠慮願います。ただし、病状により学校医その他の医師に
おいて伝染の恐れがないと認めたときは、この限りではありません。なお、上記により受験をご遠慮いただいた場合でも、
追試験などの措置、検定料の返金は行いません。

（8）その他
　本学及び最寄駅周辺で、合否電報等の受付をする者があっても、本学とは関係ありません。

8-2．「入試過去問題活用宣言」への参加

　本学は、「入試過去問題活用宣言」に参加しています。一般選抜の入学試験問題について、本学が必要と認める範囲内
において、「宣言参加大学（本学含む）」の入試過去問題又は類似問題を使用して出題することがあります。ただし、必ず
使用するとは限りません。
　詳細は、「http://www.nyushikakomon.jp/」にて公表しています。

8-3．不測の事態への対応

　不測の事態により、所定の日程どおりに入学試験や合格発表等を実施することが困難であると大学が判断した場合には、
本学ホームページでお知らせします。

8-4．宿泊先

　本学では宿の斡旋等は行っておりません。直接ホテルに申し込むか旅行代理店を通して申し込んで
ください。また、日本女子大学生活協同組合では Webサイトによるホテル予約を行っております。
以下のアドレスかＱＲコードよりご予約が可能です。
　アドレス ➡ https://text.univ.coop/puk/START/jwu/welcome/welcome_123.html

http://www.nyushikakomon.jp/
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9．合格発表

（1）合格発表の方法
　入試結果の発表は、UCARO にて行います。照会の手順は 49 ページを参照してください。電話による合否結果のお
問い合わせには一切応じません。また、番号の見間違い等を理由とした入学手続期間終了後の入学手続は一切認めませ
んので、ご注意ください。

UCARO 合否照会 利用可能期間

入試種別 UCARO合否照会	利用開始日時

一般選抜（個別選抜型）

2024 年 2 月 10 日（土）15：00 ～一般選抜（英語外部試験利用型）

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期）

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　後期） 2024 年 3 月  8 日（金）15：00 ～

（2）補欠者の発表（個別選抜型のみ）
・家政学部・理学部は個別選抜型 2 教科入試、文学部・人間社会学部・国際文化学部は個別選抜型、建築デザイン学

部は個別選抜型 2 教科入試と個別選抜型 3 教科入試にて補欠の制度があります。
・合格発表と同時に補欠者を発表します。補欠者は入学を許可されるとは限りません。合格者の入学手続が予定数に

達しない場合にのみ入学を許可し、直接本人に通知します。なお、補欠を繰り上げて入学を許可した場合の納入金は、
合格者と同額です。また、入学が許可されない場合には、3 月末日までに本学ホームページでその旨通知します。

・家政学部の第二志望学科についても、合格発表と同時に補欠者を発表します。
・補欠者の入学許可状況に関する個別の問い合わせには応じません。お電話等でのお問い合わせはご遠慮ください。

なお、ホームページ（https://www.jwu.ac.jp/unv/）で、志願・合格・補欠者速報を公開しています。

https://www.jwu.ac.jp/unv/
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　　　※この画面はイメージであり、実際に表示される画面と若⼲異なる場合があります。

 

①UCAROにログイン後、「受験一覧」をクリック
　します。再度パスワードを求められた場合はパス
　ワードを入力します。 

③「合否照会」ボタンをクリックします。 

②照会する受験番号のプルタブボタンを押して「合
　否照会」ボタンを表示させます。

④合否結果が表示されます。 

合否照会

 
 

クリック

クリック

 
 
 
 

クリック

<開示期間> 
令和○年○月○日～令和○年○月○日 
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10．入学手続

　入学手続についての概要をご案内します。

（1）入学手続期間
入試種別 期間

一般選抜（個別選抜型）

2024 年 2 月 10 日（土）15:00 ～ 2024 年 2 月 16 日（金）一般選抜（英語外部試験利用型）

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期）

一般選抜（大学入学共通テスト利用型　後期） 2024 年 3 月  8 日（金）15:00 ～ 2024 年 3 月 15 日（金）

（2）入学手続の流れ
・ 入学手続には、UCARO への本人情報等の登録と、入学手続金の振込、書類の郵送が必要です。入学手続期間内に、

UCARO の登録と入学手続金の振込の手続きが完了しない場合、入学資格を失いますのでご注意ください。
・ 入学手続の詳細については、「入学手続要領」で確認してください。「入学手続要領」は、UCARO の入学手続ページ
（合格者のみ閲覧可）よりダウンロードできます。

内容

期間・日程

個別選抜型・
英語外部試験利用型・

大学入学共通テスト利用型前期
大学入学共通テスト利用型後期

入学手続金の振込
（「入学金」及び「前期学費等」）

入学手続情報の入力

2 月 10 日（土）15:00
～

2 月 16 日（金）

3 月  8 日（金）15:00
～

3 月 15 日（金）

延納の場合の「前期学費等」
納入期限 3 月 13 日（水） ―

書類の郵送

＜手続き完了＞

3 月 15 日（金）
～

3 月 22 日（金）　当日消印有効

（3）入学手続金納入について
　入学手続時には、入学金及び前期学費等の納入が必要です。手続の詳細については、合格者に開示する「入学手続要領」
に記載します。また、入学金及び前期学費等の詳細については、52 ページの「12. 学費等」をご参照ください。
　一般選抜（個別選抜型）・一般選抜（英語外部試験利用型）・一般選抜（大学入学共通テスト利用型前期）の合格者は、
所定の手続きを行うことにより、入学金を除く前期学費等の納入金を延納することができます。入学手続金の延納を希
望する場合は、以下のとおり手続きしてください。

1. UCARO での Web入学手続登録の際、入学手続金の支払い方法を「分割納入」と指定してください。
2. UCARO の入学手続決済機能を利用し、各入試区分の手続締切日までに入学金を振り込んでください。
3. 延納の手続をした場合の最終納入締切日は2024年3月13日（水）です。これを過ぎて前期学費等の納入がない場合は、 

入学資格を失いますので充分注意してください。

（4）入学手続後の入学辞退について
　入学手続の際に納入された入学金及び前期学費等は返金しません。ただし 2024 年 3月 31日（日）までに入学辞退の
手続がなされた場合には、入学金を除く前期学費等を返金します（返金の時期は 3 月末から 4 月末を予定しております）。
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11．成績開示

　2024 年度入学試験の成績について、以下のとおり開示します。

（1）開示対象の入試区分
　一般選抜（個別選抜型）、一般選抜（英語外部試験利用型）、一般選抜（大学入学共通テスト利用型　前期・後期）が対象です。
　ただし、欠席者（所定の科目を受験していない者）は開示対象外です。

（2）開示内容
　科目別の得点（得点調整がある場合は得点調整後の得点）及び合計点、受験学科の合格最低点が開示内容となります。

（3）開示方法
　UCARO にアクセスし、成績を照会してください。
　開示期間は、2024 年 5月 7日（火）～ 5月 26日（日）です。これ以外の期間は成績の照会ができませんので、注意
してください。

 成績照会

クリック

 

①UCAROにログイン後、「受験一覧」
から照会する受験番号のプルタブボタ
ンを押して「成績照会」ボタンを表示
させます。

②「成績照会」ボタンをクリック
します。

③「成績照会」画面が表示されます。

クリック

　　※この画面はイメージであり、実際に表示される画面と若⼲異なる場合があります。
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12．学費等

　2024 年度の学費等は以下のとおりです。

1 年次の納入額〔家政学部・文学部〕	 （単位：円）
家政学部

文学部 備考
児童学科

食物学科
被服学科 家政経済学科

食物学専攻 管理栄養士専攻

入
学
手
続
時
納
入
額

入学金 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 入学年度のみ

授業料 410,000 475,000 475,000 410,000 360,000 360,000 前期分

実験実習料
（定額年次徴収） 300 11,000 11,000 5,000 0 0 前期分

施設設備費 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 前期分

学生図書費 600 600 600 600 600 600 前期分

学生傷害・
賠償責任保険料 4,660 4,660 4,730 4,660 4,660 4,660 入学年度のみ（4か年分）

泉会会費 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 保護者等会費前期分

泉会賛助金 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 入学年度のみ

小　　計 813,060 888,760 888,830 817,760 762,760 762,760

後
期
納
入
額

授業料 410,000 475,000 475,000 410,000 360,000 360,000 後期分

実験実習料
（定額年次徴収） 300 11,000 11,000 5,000 0 0 後期分

施設設備費 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 後期分

学生図書費 600 600 600 600 600 600 後期分

泉会会費 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 保護者等会費後期分

小　　計 578,400 654,100 654,100 583,100 528,100 528,100

年額合計（入学金含む） 1,391,460 1,542,860 1,542,930 1,400,860 1,290,860 1,290,860

1 年次の納入額〔人間社会学部・理学部・国際文化学部・建築デザイン学部〕	 （単位：円）
人間社会学部 理学部

国際文化学部 建築デザイン
学部 備考

現代社会学科 社会福祉学科 教育学科 心理学科 数物情報科学科 化学生命科学科

入
学
手
続
時
納
入
額

入学金 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 入学年度のみ

授業料 360,000 360,000 360,000 360,000 510,000 510,000 385,000 490,000 前期分

実験実習料
（定額年次徴収） 0 0 0 700 900 8,000 0 2,500 前期分

施設設備費 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 前期分

学生図書費 600 600 600 600 600 600 600 600 前期分

学生傷害・
賠償責任保険料 4,660 4,660 4,660 4,660 4,660 4,660 4,660 4,660 入学年度のみ（4か年分）

泉会会費 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 保護者等会費前期分

泉会賛助金 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 入学年度のみ

小　　計 762,760 762,760 762,760 763,460 913,660 920,760 787,760 895,260

後
期
納
入
額

授業料 360,000 360,000 360,000 360,000 510,000 510,000 385,000 490,000 後期分

実験実習料
（定額年次徴収） 0 0 0 700 900 8,000 0 2,500 後期分

施設設備費 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000 後期分

学生図書費 600 600 600 600 600 600 600 600 後期分

泉会会費 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 保護者等会費後期分

小　　計 528,100 528,100 528,100 528,800 679,000 686,100 553,100 660,600

年額合計（入学金含む） 1,290,860 1,290,860 1,290,860 1,292,260 1,592,660 1,606,860 1,340,860 1,555,860
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2 年次の納入額〔家政学部・文学部〕	 （単位：円）
家政学部

文学部 備考
児童学科

食物学科
被服学科 家政経済学科

食物学専攻 管理栄養士専攻

授業料 820,000 950,000 950,000 820,000 720,000 720,000 年額
実験実習料
（定額年次徴収） 600 22,000 22,000 10,000 0 0 年額

施設設備費 320,000 320,000 320,000 320,000 320,000 320,000 年額

学生図書費 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 年額

泉会会費 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 年額

年額合計 1,156,800 1,308,200 1,308,200 1,166,200 1,056,200 1,056,200

2 年次の納入額〔人間社会学部・理学部・国際文化学部・建築デザイン学部〕	 （単位：円）
人間社会学部 理学部

国際文化学部 建築デザイン�
学部 備考

現代社会学科 社会福祉学科 教育学科 心理学科 数物情報科学科 化学生命科学科
授業料 720,000 720,000 720,000 720,000 1,020,000 1,020,000 770,000 980,000 年額
実験実習料
（定額年次徴収） 0 0 0 1,400 1,800 16,000 0 5,000 年額

施設設備費 320,000 320,000 320,000 320,000 320,000 320,000 320,000 320,000 年額

学生図書費 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 年額

泉会会費 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 年額

年額合計 1,056,200 1,056,200 1,056,200 1,057,600 1,358,000 1,372,200 1,106,200 1,321,200

・ 入学金、学生傷害・賠償責任保険料、泉会賛助金以外は2年次以降も納入いただきます。
・ 1年次の授業料、実験実習料、施設設備費、学生図書費及び泉会会費は前期・後期に分納となります。
・ 実験実習料は表で示している定額徴収のほかに、一部の履修科目、教育実習費用等、資格に関わる実習等で別途費用がかかる場合があります。
・ 4年次に卒業研究費を徴収する学科があります。対象は、食物学科（4万円）、被服学科<主に実験を行う研究のみ>（2万円）、数物情報科学科<物理

系・情報系のみ>（2万円）、化学生命科学科（4万円）です。
 卒業研究費を徴収する場合は、上記の実験実習料に加算します。
・ 学費等は在学中に改定されることがあります。
・ 4年次後期分の学費納入時に、大学の同窓会組織である一般社団法人日本女子大学教育文化振興桜楓会の会費50,000円（内訳：正会員入会金5,000円、正

会員会費10年分45,000円）を合わせて納入いただきます。
・ 国際文化学部国際文化学科では、下の1及び2のプログラムが必修であり、学費等とは別に費用が必要となります。なお、選択する研修先により費用は異

なります。
1. スタディ・アブロード・プログラム〔1年次必修〕　約40万円～80万円(*1)(2023年1月現在の為替レートによる）
2. 実践プログラム〔2～3年次必修、以下の海外a・海外b・国内のうち、いずれか１つを選択〕

海外a：約76万円～450万円(*2) （*滞在費込み、航空機運賃は別／2023年4月現在の為替レートによる） 
海外b（協定大学留学／認定大学留学）：留学先大学による。交換留学の場合は授業料免除。お問合せは国際交流課まで。
国内：約1万円～10万円

注）*1・*2：為替レートの変動により、プログラムフィーは変更が生じる時があります。

　入学手続の際に提出された書類、納入された入学金及び前期学費等はお返ししません。ただし、2024 年 3月 31日（日）
までに入学辞退の手続がなされた場合には、入学金を除く前期学費等を返金します（返金の時期は 3 月末から 4 月末の間
を予定しております）。
　本学では、入学者に対して寄付金の募集を実施していますが、入学前の募集は行っておりません。入学後に、任意の寄
付金をお願いする予定ですので、その節はご協力をお願いします。

◇日本女子大学泉会
　本学には、学生の教育環境整備支援を目的として、学生の保護者等及び大学関係者を会員に組織された「日本女子大学
泉会」があります。入学後は泉会賛助金 30,000 円（入学年度 1 回のみ）、泉会会費 15,000 円（年額）を納入していただきます。
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13．学寮

　リノベーションした学寮（潜心寮・泉山寮）は 2021 年度から再開し、キャンパス敷地内という通学の便利さ、静かな環
境はそのままに、より安全で快適な居住環境を提供しています。
　最新の情報を大学ホームページにてご確認ください。

https://www.jwu.ac.jp/unv/seg_student/life_support/dormitory.html

〈応募資格〉
・入学手続を完了し、本学に 2024 年度入学予定の者
・自治寮である本学の寮の精神を理解し、寮生としてふさわしい生活ができる者
・法律上の性別が女性である者
※入寮後 1 年毎に「寮生としてふさわしい生活ができる者」に関わる確認があり、生活態度によっては在寮継続が認

められない場合があります。

〈入寮申込み方法〉
入寮申請期間：2024 年 2 月 10 日（土）～ 2 月 16 日（金）（消印有効）

　　上記期間内に、入学手続要領に記載の入寮手続を確認してください。入学手続要領・入寮願は、UCARO の入学手続ペー
ジ（合格者のみ閲覧可）よりダウンロードできます。入寮決定後の辞退はできません。入寮可否の通知は 2 月末に郵送
いたします。

　※前期学費を延納手続きした場合は、前期学費納入後に入寮可否を通知します。

問い合わせ先：学生支援課　電話 03-5981-3314（直通）

〈潜心寮、泉山寮の概要〉
・定　員：泉山寮 48 名、潜心寮 56 名　（交換留学生 5 名含む）
・対　象：学部生・大学院学生
・建　物：鉄筋 5 階建（居室は 2 ～ 4 階）、全室個室（7 ～ 8 畳程度）
・食事提供あり（（予定）授業期間のみ提供、長期休暇中は提供なし。月曜～金曜は朝食・夕食、土曜は朝食を提供。

日曜、祝日（授業のない日）は提供なし）
・インターネット環境
　学寮には大学構内と同じ無線 LAN（jwu-wifi）の環境があります。ただし、アクセスポイントからの距離やご利用の

パソコンの環境により、居室内でつながりにくい場合があります。速度を保証するものではないことをご理解くだ
さい。

・共有設備：食堂、洗面所、トイレ、大浴場、シャワー室（ブース）、ラウンジ、各階に談話室（キッチンあり）、ピ
アノ室、洗濯室、和室　　＊エレベーター、エスカレーターなし

・管理人常駐、大学教職員も学寮生活の運営をサポート

費用（2023 年度参考）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円（年額）

入寮費
（入寮手続時のみ）

更新料※
寮費等（入寮費 / 更新料を除く）

寮　費
（光熱水費含む）

食　費 諸雑費
（学寮内行事用）

合　計

120,000 60,000 1,056,000 147,900 3,600 1,207,500
※更新料は、入寮日の属する年度の翌年度を越えて在寮する場合、1 か年度ごとに納入いただきます。
　いったん納入した入寮費及び更新料は、いかなる理由があっても返金いたしません。

住まい全般については、合格時にご案内します。
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14．試験場案内、入試に関するお問い合わせ

試験場案内

日本女子大学　目白キャンパス
〒112-8681  東京都文京区目白台2-8-1
【JR山手線】「目白」駅下車　徒歩約15分／都営バス約5分
　　　　　　「日本女子大前」下車：新宿駅西口行・ホテル椿山荘東京前行〈白61〉
　　　　　　 ※バスは道路事情等により遅れることがあるため、徒歩での来校をお勧めします。
【東京メトロ副都心線】「雑司が谷」駅下車（出口3）　徒歩約8分
【東京メトロ有楽町線】「護国寺」駅下車（出口4）　徒歩約10分
【都電荒川線】「鬼子母神前」停留場下車　徒歩約10分
（運行情報については各社ホームページ等でご確認ください。)

入試に関するお問い合わせ

日本女子大学　入学部　入試課　電話：03-5981-3786（直通）　E-mail：n-nyushi@atlas.jwu.ac.jp
ホームページ　https://www.jwu.ac.jp/unv/（一般選抜の出願状況は、ホームページで公開します。）

※　　の建物は試験室として使用
　予定です。

★

★
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★										泉プロムナード
試験終了後、付添の方との
待ち合わせ場所

https://www.jwu.ac.jp/unv/


日本女子大学 入学部入試課

E-mail：n-nyushi@atlas.jwu.ac.jp
Tel：03-5981-3786
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